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『るるぶ情報版 スイス』より 
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 ඝඞプロローグ 

 「2 日しかなかったから…。もっとあったら、かえ

って迷ったかもしれんけど」と、トッコさん。 

 スイスでの最後の晩餐にて、しばしのご縁がもうす

ぐ切れる…この 100 万円近い出費の旅には、どうご縁

があったのか？の話題になってきた。 

 

 手続きしたのは 10 月のことだ。その春、ドロミテ・

チロルハイキングの申し込みが、（クラツーが成立し

なかったため）出遅れ、5 月末の初回の催行で妥協し

たら、吹雪の峠越えに、ハイキング路はまだ封鎖など

散々な目に遭ってしまっていた。それに懲りて、念願

のスイス 6 月下旬発を、パンフに載ったなりに申し込

んだ。これで直前までは放念…のはずだった。それが、

3 月 26 日にはさっちゃんの心房細動発症キャンセル、

5 月 14 日には、啓子ちゃんの癌発覚キャンセルとい

う事態になった。 

一人参加でも行くつもりではあった。いつ、自分に

も、病魔や不調が訪れるかはわからないのだから。 

ただ、一人部屋利用での追加が 19 万円もすること、

半年前でも押さえにくいのが花のスイス旅であるこ

と…には、ひっかかった。 

 

≪ゴマフリンドウとベルニナアルプス≫ 

それが、5 月 24 日、加賀友禅検定の合格祝賀パー

ティーが、駅前の ANA クラウンプラザホテル金沢で

あり、同日、隣の金沢市アートホールにて、トッコさ

ん招待の錦心流琵琶演奏会がある…となった。スイス

無料キャンセルの期限が 5 月 27 日であった。 

迫ってはいるが、確保できている部屋が、本来の二

人利用になり、プラス 1 名確保なら、阪急にだって歓

迎の話になるはずだ。どちらへ転ぶか？はそれこそご

縁任せとして、この際、トッコさんにツアーのコピー

を渡し、声掛けはしてみよう！ 

 

楽屋から出てきたトッコさんは、「4 月のギリシャは、

地震でキャンセルになり、6 月のスロベニアは友人の

相棒の発病でダメになっていたの。今年はどこも行け

ないんだと諦めていたわ」とのこと。「スイスは憧れて

はいるけれど…。富士山も高山病で 2 度リタイアして

いるし、自分には行けない国と思ってきた」と。私は

「スイスでのハイキングというのは、上りはロープウ

ェイを利用で、下りて来る方だけ。超高所のロープウ

ェイは、展望台に短時間滞在するだけ」とざっと話し、

「あとは検討してみて…」と、渡してきた。 

26 日朝、電話をかける。彼女は高所にまだこだわっ

ていた。私は、ハイシーズンのスイスが押さえづらい

ことを重ねて言い、まずはパスポートを持って、阪急

北陸支社に行き、今の段階で参加が可かを聞いてこよ

う！と提言した。さらに、私があらかじめ用件の電話

を支社に入れると、「部屋はいいのですが、飛行機の座

席の発注がもう終わっています。座席が確保できるか

は、手配会社の返事待ちになります」とのことだった。

1 時間後の支社窓口でも同様の返事ではあったが、仮

申し込みはしてきた。２日後、「手配できました」にな

った。 

まさに、トッコさんには、「2 日しかなかったから、

迷う時間もなく」、突然スイスへ GO になったのだ。 

ご縁があるものなら、そうなる。 

 

≪グラキアリス・キンポウゲ≫ 

 多くの人には 100 万円の参加費用が、まず問題にな

るのかもしれない。しかし、物を増やさず、時間潰し

には関わらず、働けるうちは働き、健康寿命を延ばせ

ば…万一用貯蓄は減額できて、その差額で、見たい世

界への旅を実現できる。お金は、そのように確保し、

夢のために使うものだ。それが、5/29~6/4 の中国・
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張家界に続く、今回の 6/27～7/5 のスイスとなって

いるわけだ。 

この連続外遊を夫に告げたのは、大谷が１試合 2 本

塁打を打った 6 月 15 日のこと。「大谷が 2 本打つと

いうことは…私の、6 月に 2 回外遊もありよね！」の

訳の判らない理由で宣言。 

「あそこが痛い、ここがおかしい、眠れない」の不

調を言いっぱなしで、眉間に皺寄せた妻より、「ありが

とう！行ってくるわ！」のご機嫌な妻の方が、ずっと

いいではないか！  

 

さて、スイスは 2012 年に出かけている。それはオ

ートルート（高い道）というもので、予備知識などな

かったが、ATS 社のツァーでは、最難関ランクになっ

ていたことでの選択だった。まだ元気だったその頃は、

わざわざ大枚払うなら、行きにくい所を選ばないと、

もったいない！の考え方をしていた。 

 

≪2012 年 7 月シャモニーとモンブラン山塊≫ 

それは、「モンブラン(4810m)に見送られ、マッター

ホルン(4478m)に迎えてもらうというドラマティック

なストーリーが人気のコース」で、100 年以上の歴史

あるスキーツアーコースのこと。それが、無雪期には、

11 か所の 3000m 近い峠と谷を踏破する総距離 180km

の山岳トレイルとしても、楽しまれている。そのうち

ハイライトの６つの峠部分を 8 日間で越える、全 12

日のツアーだった。 

相応の満足をしたものの、地図を見れば、九州をや

や小さくした程度の国の南端を少々歩いていたに過

ぎなかった。 

グリンデルワルトやユングフラウというベルナー

オーバーラント地区や、内田良平氏が所属していたベ

ルニナ山岳会のベルニナアルプスなどを、まるで知ら

ない、見ていない！ 

また、あの頃は、あまりの完備ぶりに、アミューズ

メントパークのよう…という否定感をもった。苦労し

てこそ得られる大展望が、正当な山であるべきで、こ

んなのずるい！金儲け主義！とも思ったのだ。でも加

齢した今は、文明の利器に助けられたい。快適に絶景

を楽しんできたい。さらには、フラワーハイキングが

何本か入っているものではあってほしい…。 

ぴったりが、阪急の「スイスフラワーハイキング」

だったのだ。 

 

≪モンタヌム・ダイコンソウ≫ 

 1 週間前の、「出発前の最終便」に、初めての「トラ

ンク割引券」がついてきた。阪急にはそんなサービス

（料金の内とはいえるものの）はないものと思ってい

たので、100万円近いと、つけるのかな？と勘ぐった。 

ただ、こちらは、もうトランクを小さくして、宅配

を頼まず、持ち歩く…に変えた。直前まで荷物の出し

入れがやれるし、軽量対策が、加齢対策でもあった。 

トッコさんも直前にトランクが壊れ、手持ちの二回

り小さいトランクにせざるをえなくなった。そのサイ

ズのお蔭で、皆さんには「旅慣れた人」の評価を受け

たが、小柄なトッコさんは、手荷物ザックは大きめを

一つ、軽登山靴を普段履きに常用の対応もしていた。 

 

 添乗員からの事前電話はなかった。今回は在宅で丁

寧掃除に励んでいたので、不在のはずがなかったのだ

が…。最近行った、中国も、アメリカも、固定電話の

方にかかっていて、そうだったと意識すらしなかった

のに…。藤田添乗員は、「携帯にかからない」までで済

ませ、トッコさんに「依頼で済み」としたらしい。彼

女は彼女で、「つい最近も中国へ行ってきたばかりの

ベテランだから（特に、説明がなくても）大丈夫」と

請け合ったらしい。 

「しかるべき善処をしていない！」と私の評価は、
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「下がる」。個別支払いをしているのだ。17 人分の連

絡が大変だからといって、夫婦ペアでない片方の連絡

を、端折ってもいい…の解釈にはならない。 

 
≪アルプス三大名花 アルペンローゼ≫ 

 ඝඞ6 月 27 日（金）金沢～関空 

16 時、トッコさんと金沢駅で落ち合う。まずは、新

幹線用待合室に移動する。 

彼女は春先、100 歳で亡くなった一人住まいの叔母

の遺産整理に忙しかったらしい。その贈与先が 90 歳

の長姉であって、まだ頭は働くらしいが、いちいちト

ッコさんと次兄が付き添わねば物事が進まない。その

件で、つい先日、三人で大阪へ出向いたばかりという。

その時初めて、北陸新幹線用のこんな待合室があるの

を知ったそうだ。ご縁がなければ、あっても知らない

…は、待合室であれ、スイスであれ、一緒だ。 

ともあれ、山友とはあまり下界の話をしないのを常

識にしてきた。だから、今回初めて、「父の弟と、母の

妹が結婚しての叔父・叔母」で、子なしだったから、

トッコさん兄妹が深くタッチになる…を知った。遺言

もあったらしく、そうでなければ、単なる叔母・姪で

采配できない話ではある。私も、伯父の弟、伯母の妹

同士が結婚した経緯の両親だった。 

家長が「家」を仕切る時代、若者同士は結婚させる

ものだった。子だくさんで、親戚付き合いもいちいち

大変な時代には、それこそお里も気心も知れているし

…と、見える範囲内で適齢期同士を気軽にくっつけた

ようだ。そもそも、長男が全財産を引継ぎ、老親と子

女を扶養する…家督相続の時代だった。 

封建社会には功罪があるが、義務と権利が一致して

いた面もある。血のつながった伯父伯母の本家で、従

兄弟達とは兄弟同然に遊び、愚痴話とは無縁できたせ

いで、私には、親戚が厄介という先入観がない。 

それが、婚家では義母や負債を押し付けられ、貧乏

籤ばかりとなった。もう少し、「親族とは争族」の予備

知識と覚悟があったなら…。でも、末っ子の嫁にどれ

だけの手が打てただろう。 

ともあれ、それらが下地になり、巡り巡って、晩年

のおじいさんは留守番をし、おばあさんは大手を振っ

て、旅に出ているわけだ…。 

 

さて、30 番線からの「はるか」も、エレベーターで

あがっての国際線ターミナルへもスムーズ。夜の空港

は、基本、空いている。金沢で両替できなかったスイ

スフランへの両替をまずやる。50CHF＝9885 円だっ

た。 

藤井聡太によく似た名前の「藤田創太」君は、就職

3 年目のまだ初々しい青年だった。コロナだ、AI だと

こちらの目が回っているうちに、添乗員も、我が子の

世代を越して、孫世代に近くなっている。 

前回の中国の時の壮年添乗員は、はしご添乗で詰ま

っていたせいか、ろくに配布物を用意していなかった。

あげく注意事項を口頭で次々並べるものだから、早々

に「『〇〇するな…』ばっかり！」とおば様たちの不興

も買った。 

その点彼は、そつなく、基本注意事項をまとめ、パ

ンフにしていた。それを渡して、各自に念押ししても

らえば済む話だ。そんな「基本の注意事項」の他に、

毎日の「確認事項」の紙と、「出国から到着までの流れ」

と。垣間見ると、メモや配布物などを、ラベルをつけ

ファイル化してあり、マイクでの事前案内を含め、よ

くやっていた。そんな余裕が、さらなる気配りの余裕

にもつながっている。 

若い子はいい。伸びしろがある。電話連絡の件での

減点はさておき、「おお、使えそうな人材！」の評価に

なった。 

 

≪アルプス三大名花 アルピナ・リンドウ≫ 
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今回の 17 名は、男性ペアが 1 組、女性ペアが２組、

女性３人が 1 組、夫婦が４組…の内訳だった。 

男性ペアは、絶景撮影が趣味で、片方は陽気な発達

障害か？はしゃぎ方が年齢不相応の子供レベルだっ

た。絶景大判写真を部屋中に貼って、大感激を反芻し

ているそうだ。相棒の健常人にはカバーの手数がかか

っていたが、その天真爛漫さが気楽と思えるタイプ

か？あるいは財産管理が絡んでの委託された関係な

のか？までは不明。 

女性ペアは元々がテニスのグループで、そこから何

名か都合の付く人同士で、海外旅行に出ているそうだ。 

若めの女性 3 人の方は、やや個性派か？高校の同窓

生らしかった。家族持ちの気配はなかった。 

夫婦の方は…近郊花卉農家をやっている夫婦、息子

に会社を譲ってきた夫婦、テニス三昧らしい夫婦、歳

の差 11 歳の上司だった云々…。直前の中国での夫婦

4 組と比べて（比べるのが、そもそもおかしいのだが）、

奥様が、幸せ一杯を大発散！が、違いといえそうだ。

なるほど、夫婦で 200 万円出費のスイスに出て来られ

るというのは、「当たり籤の人生なのよ！」…になるん

だなあと気づかされたくらい。「スイスに来ているの

よ」写真を代わる代わるに撮りあい、ペアでもポーズ

を決めて撮ってもらい…風光明媚で、高級山岳リゾー

トのスイスは、まさにそんな幸せ向きともいえた。  

私がかつて行ったオートルートは、ハードなトレッ

キングだったから、全員が一人参加だった。でも、山

の話が通じて、山としてのスイスを味わおうとしてい

た。今回は、観光レベルスイスを選択したのだが、参

加者を見て、「違い」を再確認したのだった。 

大阪や神戸の方ばかりであり、まず「金沢から」を

告げると、「金沢からどうやって出てきたの？」「地震

はどうだったの？」と聞かれた。敦賀乗り換えで、関

西人にはかえって不便になり、遠くなった。そんな関

西都会人には、田舎金沢と高級山岳リゾートスイス…

がどうも繋がらないようだった。阪急北陸支店から、

「『金沢駅発をくっつけた』関空発スイスツアー」のチ

ラシが出て、目に留まったのは、会社の「営業努力」

のうちなのだった。 

 

 中東系航空会社の出発は、なぜか深夜だ。それは「集

合が、会社帰りでも OK」の言い方で、宣伝されてもい

る。物は言いよう…。 

そうであっても金沢の田舎からなら、16 時発で出て

こねばならないし、有休をとらねばならない。 

エミレーツはエアバスを利用で、搭乗も二段構え。

上の階はファーストクラスになるからか、搭乗ゲート

も、ターミナルの端の端（弱小航空会社か、小型便か

の場所）にはならない。だから便が込み合う昼間利用

ではなく、夜間発着側になる「住み分け」をしている

のかもしれない。 

翼の上を押さえているらしい団体客の私達は、横が、

４―４―４の配列のあたりであり、通路側席を隣同士

でとってある。アメリカの時のツアーは、24 時間前か

ら、有料で席を確保できる…となっていて、そんな時

代になったのか！だった。でも、それは最先端の話で

あって、まだ各航空会社はバラバラ対応のようだ。 

 

≪ヨウシュ・ユキワリソウ≫ 

 

 ඝඞ6 月 28 日（土）ドバイ～チューリッヒ～ 

   マイエンフェルト～サン・モリッツ  

アラビア語、英語、日本語の機内設備説明を聞く。 

でも、映画は、さっさと言語を選んでしまえばいい。 

『アバター』を見た。ながら鑑賞を含めたら、4 回目

あたりかもしれないが、今回は、張家界がモデルとい

うのはどのシーンかを確認のつもりで見た。岩峰は宙

に浮いていて、モデルそのものではなかった。 

そう言えば劇場映画をずいぶんと見に行っていな

い。無難に、ディズニーものから、『ファイティング・

ニモ』『ムーラン』『実写版白雪姫』を選んだ。擬人化

しての滑稽さも食傷気味なら、中国北方民族系の男装

して父の身替わりになって闘う…も、種切れ気味。白

馬の王子様とめでたく結婚にも、なんと単純な人生
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観！になる。エンタメは目新しさがなくなるし、いか

んせんおとぎ話と興醒めになるのは、加齢の副作用も

あるのだろう。 

 10 時間のフライトは、2 回の機内食と、映画で過ぎ

た。時計はマイナス５時間。時差ボケをおこさないコ

ツは、「日本では〇時」の読み替えをしないことと、起

きている時間を長くして夜で一挙に調節をする…あ

たりらしい。 

ともあれ、映画夜更かしをして朝のドバイには着い

た。広い免税店スペースを通過し、モノレールに乗り、 

次なるエミレーツへ。ここから、ドバイの高層群は見

えない。「トラピックス」の旗は、他に赤と青の２種の

団体があって、営業努力のとおり、ジャンボ機のいい

お客になっているようだった。 

 

≪ベルニナアルプスでのハイキング≫ 

 

 乗り継いで、さらに時計はマイナス 2 時間、6 時間

40 分の搭乗でチューリッヒ。 

 関空で預けたトランクを無事確保して、バスに落ち

着いたのは 15 時。ミックさんの運転での２日間の始

まりだ。17 人での大型バス。広々と一人座りにさせて

もらった。 

スイスの首都は西端のベルンだが、チューリッヒの

方がスイス最大の街となる。国際的な金融と商業の中

心地だが、素通りである。 

藤田青年から、スイスの説明が始まる。 

スイス連邦は 26 州から成り立ち、赤の地に白十字

が国旗。ハプスブルク家との独立戦争の際の赤色の旗

に、キリストの十字を加えたものらしい。赤十字の旗

は、スイス生まれのアンリ・デュナンへの敬意として、

紅白を逆転したものを使用し、ちなみにイスラム圏は、

十字のかわりに三日月を使用している。 

公用語は、ドイツ語、フランス語、イタリア語、こ

れに、ラテン語に近いロマンシュ語の４種であり、各

州で異なる。 

スイスフラン１CHF は 190 円、物価は高く、初任給

は 50 万円、時給は 4000 円。ちなみに物価の比較と

して、ビッグマック指数というのがあるが、スイスは

1 位で 1200 円になる（日本は 480 円）という。 

昔からの鉄道網を大事にし、年間パスで安価な利用

を図り乗車率を上げもすれば、トンネルを核シェルタ

ーに解釈という手堅い利用も考えているそうだ。 

 

以下は私が、勉強した知識。 

貧しい山岳国は、傭兵という出稼ぎで食い繋いでい

た。堅実で我慢強く働き者のスイス人傭兵は引っ張り

だこで、スイス人同士が外国で戦う場面もあったとい

う。それが、後に武装中立の考えにつながり、永世中

立国の始まりとなった。 

農業と牧畜の国は産業革命での繊維産業から、精密

機械産業、さらには山岳観光立国を目指し、トンネル

や鉄橋などの設備を整えていく。 

第 2 次世界大戦では、同盟国に囲まれ、狙われたア

ルプス越えルートを断ち切るため、自ら諸設備の爆破

を宣言。それがドイツの侵攻を遅らせ、中立のままか

ろうじて終戦を迎えられた。中立信念のまま EEC 参加

も国連参加も拒否してきたが、時代の波は押し寄せ、

2002 年に国連加盟、2008 年にはシェンゲン協定加盟

国となっている。 

スイスには徴兵制があり、一定期間兵役に就くこと

を義務としている。戦争器材を開発し、輸出側になっ

ている。スイスの中立・平和は筋金入りなのだ。 

日本の、「戦争放棄」とすれば戦禍に巻き込まれず、

「平和」でいられるはず…は理想的すぎ。究極、善意

任せだ。結局馬鹿にされ、脅され、お金でうやむや妥

協させられている。「大衆は被害者だ！」「戦争は厭

だ！」を叫ぶだけで、済むなら誰も苦労しない。 

スイスは美しい国！だけでなく、手堅い政治や国の

在り方とか、裏支えしている厳しい部分も見てこなけ

ればならない。 

 

113km を走行し、まず、マイエンフェルトに寄る。

世界的な名著『ハイジ』は、ヨハンナ・シュピリがこ

こを散策中に生まれたとされる。彼女は、息子の療養
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に近くの温泉に来ていて、着想を得、『ハイジ』の原作

ではクララが療養で滞在するとなっているらしい。そ

してハイジが夢遊病になったとか、クララが歩けるよ

うになったとかは、かなり大人向けの児童文学のあた

りだ。 

藤田青年は「逆輸入されてのハイジ像…」と言って

いたが、それぞれの国の人がアルプスの風景に重ねた、

純粋さとか、無垢とかを投影してのハイジ像があるの

だろう。累計発行部数は 5000 万部以上とされるが、

日本の場合 1974 年放映の宮崎駿の『アルプスの少女

ハイジ』が、アニメブームの初期となり、さらに人気

を高めたといえる。 

 

≪マイエンフェルト ハイジの村≫ 

 

この手の虚構で作られた観光地は、興味が湧かない

が、ともあれ、作り物のハイジとペーターと羊像から、

左折して、牧草地の下をしばし歩くと、その村はあっ

た。架空の、とってつけたハイジの村（ハイジドルフ）

に、ハイジの道（ハイジヴェ－グ）に、ハイジの家な

のである。当時の冬の家を再現し、家具・民具をおさ

めてあるという家には、10CHF のチケット代を払って

まで入ろうとは思わなかった。ハイジの泉の、覗き込

んでいるハイジに至っては、とりあえずそうと確かめ

たまで。 

17 時と言うのに、太陽はまだ高く、アニメ徹夜した

身には、暑すぎる田舎の村だった。 

 

私にとっては、おまけのマイエンフェルト。でも、

山趣味から入り、マッターホルンとモンブランくらい

が知識の私が、知らない方のスイスがこちらなのだ。 

以下が、その勉強… 

「エンガディン地方は、スイス東部にあるグラウビ

ュンデン州の南、イタリアやオーストリアとの国境に

ほど近い地域。その魅力は、優雅なアルペンリゾート

としての歴史を持つサンモリッツと、その周辺にちり

ばめられた宝石のように点在する小さな村、湖のほと

り、静寂の森などにあります。『Engadin=イン川の庭』

という名の通り、川沿いに開けた明るい谷には、年間

を通して眩しい陽射が降り注ぎ、いくつもの清らかに

たたずむ湖や、白く輝くベルニナアルプスの美しい山

並みが広がります。さらにはスイス最古の言葉「ロマ

ンシュ語」や固有の伝統が残る緩やかな時間の流れは、

エンガディンの魅力のエッセンスとなっています」 

と、説明にある。 

そんな地域のうち、上流部をオーバーエンガディン

という。今回まず回る地域は、オーバーエンガディン

というのが、より正確らしい。イン川は、昨年インス

ブルック（イン川にかかる橋）で知ったように、より

ドロミティー・チロルに近く、神聖ローマ帝国の文化

圏に入っていた側になる。 

高速道路や飛行機の時代になってしまうと、馬車が

主体だった頃の交通網や距離感覚が判らなくなって

しまう。100 年前、不便な山岳地域を観光資源とすべ

く、山岳鉄道の完備を考えた際、サンモリッツを起点

としたのは、その頃の富裕層が集まる地域だったから

だ。それで、ベルニナ特急も、氷河特急もここが起点

になっている。 

ちなみに、スイス東部最大のリゾートで、国際会議

が開催されるダヴォスは、エンガディンの北側にある。 

いろいろと、腑に落ちたのだった。 

 

「暑い～」とバスに乗りこみ、冷房をきかせて、今

宵の宿、サンモリッツを目指す。 

サンモリッツは「シャンパン気候」と呼ばれる、年

間 322 日の晴天日を誇る、穏やかで暮らしやすい地域

だ。標高 1800m の街の中心部は、５つ星ホテルに、高

級ブランドのショップ、グルメ、スパが集中している

らしい。最古のスキーリゾートであり、世界最古のス

キーゲレンデのある街だ。第 2 回と第 5 回の冬季五輪

が開催され、今も凍ったサンモリッツ湖で、雪上競馬

大会が行われている。夏は比較的すいていて、最も賑

やかなのが、冬。周囲は手頃な傾斜のスキー場らしく、

いくつものリフトがかかっている。 

 

到着の遅れた私達は、まず夕食のピザ店に寄る。大



8 
 

量の野菜サラダに、ピザ・マルゲリータ、名物のエン

ガディナー・ヌストルテ（クルミをキャラメルで煮て、

固めの生地で焼いたもの）。ピザの生地が薄くてよく

焼けていたのはいいけれど、やはり 1 枚完食は無理。

水がデカンタでテーブルにおいてあったのがありが

たかった。 

デザートの間に明日の予定を聞く。明日は、8 時発。

ハイキングの出で立ちでロープウェーに乗って1回目

のハイキング、午後はベルニナ特急(Bernina Express 

B.E.）に乗るのだ。 

 

≪ベルニナ特急 ブルージオのオープン橋≫ 

 

20 時 50 分着のホテルオイローパ（EULOPA）は、

大型バスにはきつい、狭い路地の先だった。花はどこ

にも、たっぷりと植えられている。増築を繰り返して

の 231 号室は、殺風景な中庭に面し、風光明媚のかけ

らも見えない。暖房パネルが部屋にもバスルームにも

あるが、エアコンはないのだ。今後の猛暑対策をどう

していくだろう？ 

長かった一日。汗を流し、準備を整え、寝る。 

 

 ඝඞ6 月 29 日（日）シルヴァプラーナ～コルバッチ 

    ～ムルテル～フォルクラスールレイ往復 

    ～サンモリッツ～ティラーノ～サンモリ

ッツ 

 今日は初見三昧。ガイドブックには「2 泊すると、 

公共交通を無料で利用できるパスを貸与される」と 

ある。2 泊×3 回は、そんな各種パスを利用…の都 

合もあるのかもしれない。実際スイスにはいろいろ 

なパスがあり、長期滞在が楽しめるようになってい 

る。ツアー任せには無縁の事だが…。 

 ハム、ヨーグルト、パンが豊富なブッフェ。完熟 

アプリコット 1 個をおやつにゲット。皆の出で立ち 

も山スタイルに変わった。 

チャンプフェール湖とシルヴァプラーナ湖を仕 

切る橋を通り抜けて、スールレイにあるロープウェ

イ駅へ。 

ここで、ガイドの飯野さんと合流。「この春の異 

気象で雪解けが早く、このシリーズの第 1 回からも

うハイキングがやれたくらい」と言う（昨年、第 1

回になったドロミーティでは、ハイキングが全部空

振りの目に遭っているから、この説明の意味がよく

分かる）。さらには、「実は 7 月のスイスは結構雨も

降るので、今日のような展望のきく快晴は本当に珍

しい」と言われる。ついに、晴れ女に復帰か？！ 

 ぐいぐいと上がり、湖水群が広がっていく。なだ 

らかな山々は、まさにスキー場向けだ。 

ベルニナアルプスを見る展望台はいくつかある 

が、コルバッチが、一番標高が高く、山が険しく見

え、湖水の眺めも良いとされる。乗り継いでのコル

バッチ展望台 3033m は、まさに豪華版であった。 

 

≪コルバッチ展望台にてピッツ・ベルニナ≫ 

 大きな山塊の左側がピッツ・ベルニナ 4048m で、 

右がピッツ・シェルシェン 3971m。右にチェルヴァ 

氷河を挟んで、三角帽子のピッツ・ロゼック 3938m 

…が、ベルニナ三山と呼ばれる。さらに右にロゼッ 

ク氷河をはさんでピッツ・コルヴァッチ 3451m が 

続く。左へは、流れ下るモルラッチ氷河を挟んでベ 

ラヴィスタ 3922m、さらにピッツ・パリュ 3899m。 

ベルニナアルプスの東側にあたるこちらは、ベルニ 

ナ特急のラーゴ・ビアンコでも見えることになる。 

そのさらに、左、ケーブルの屋舎ギリギリに、「オ 

ーストリア最高峰グロースグロックナー3798m が 

見えていますね」とのこと。昨年は傍まで行ってい 

ながら、吹雪で見ていない。こんな所から、それを 
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拝むなんて…。 

その反対側は、イタリアに続く谷だ。 

澄んでいるお蔭でヴァリスアルプスまで見えて 

いる。すなわち、モンテローザに、マッターホルン

だ。もちろん索道の先には、シルス湖、シルバープ

ラーナ湖、チャンプフェール湖、サンモリッツ湖が

並んでいて、サンモリッツのホテル群も見えた。 

イタリアへ買物に行けば、３分の1の値段で買え、 

一方、イタリアからは 2～3 倍の俸給のために、毎

日スイスへ通勤しているそうだ。専用のビザがあり、

そんな暮らし方で御殿が建つとのこと。 

氷河にはところどころに、ハイテクマットがかぶ

せてあり、融解を防いでいる。スイス製のこのマッ

トが、融ける氷河に悩む国々に飛ぶような売れ行き

で、温暖化での唯一のメリットといえるそうだ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

≪フォルクラスルーレイへのハイキング≫ 

乗り継ぎ駅のムルテル 2699m で下車。むき出し 

の岩場地帯だ。フォルクラスルーレイ（峠）2755m 

まで、5km 標高差 93m を往復…とあるが、実際に 

は一旦谷間へ下ってから登り返すので、もっと標高 

差があり、きつめではあった。 

 
≪追い越していくマウンテンバイク≫ 

 暑くて、喘いでいる登り坂で、マウンテンバイク 

が追い越していった。ここの人達は、ジョギングに 

しろ、マウンテンバイクにしろ、実に自然を楽しん 

でいる。裕福なうえに、狩猟民の血が濃く流れてい 

て、動ける体作りを、より是とし快とするＤＮＡが 

あるのかもしれない。 

飯野さんは、「花は本当に、今が満開です。8 月の 

花がどうなるか、心配なくらいです。」と言った。 

 実際、一見裸地には、たくさんの花が咲いていた。 

岩場に咲く花、雪が残っていた場所に咲く花、草

原がかった所に咲く花…キンポウゲ系の黄色、サク

ラソウのピンク、リンドウの紫、ひなげし系の白…

様々があって、実に楽しかった。特に春に咲くリン

ドウは、アルプスの空の下ならこその青色で、日差

しに映えての全開状態で、見事だった。 

 

≪ベルナ・リンドウ≫ 

花撮影に追われて、ビリで、峠に着くと、再び、

ベルニナアルプスが広がっていた。窪地に池があり、

これが「逆さベルニナを撮影できる」の意味だった。

そこに建つ小屋からのホースから水が溢れていて、

池に注がれ、おたまじゃくしが泳いでいた。 

 

≪峠の山上湖とベルニナアルプス≫ 

この小屋の食事もおいしいそうだ。地元民らしき

もぼつぼつ歩いてはいた。安い年間パスなどで涼し

い所に上がって、高山植物を歩きながら楽しんで、

絶景を眺めつつおいしい食事…そんな老後だった
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らいいな。 

行きが 1 時間 30 分、帰りが 40 分所要。「花がき 

 れいだったけど、暑くて、きつくて、参った」…顔

の皆の表情に、「実は、ハイキング３回のうち、今日

が一番きついんです。あとはもう楽勝ですよ！」と

藤田青年は、妙な励まし方をしていた。 

飯野さんは、「ツエルマットのハイキングも、ユン

グフラウのハイキングもたくさんの人が行くけれ

ど、ベルニナでハイキングするのはトラピックスく

らい。でも花はこちらが一番きれい」と言っていた。

私も、結果的に、牧草系が多かった 2 か所に比べ、

このコースが一番花の種類が多く、よかったと思う。 

 

≪シルス湖とサンモリッツ方面≫ 

 再度サンモリッツの谷を見下ろして下り、ホテル

へ。山用小物を部屋に置いてきて、レストランでの

昼食は、そんな湖でとれるサーモンのグリルとグリ

ーンサラダ、アプリコットケーキ。13 年前は、「ス

イスは野菜がとれない」と言っていたように思うが、

今は説明不要なくらい、普通に、クリーン栽培で供

給されているのだろう。 

 

 午後は専用バスに乗り込み、イタリアのティラー

ノへ向かう。B.E.に乗るために、わざわざ同じ区間を

先にバスで逆行するのだ。 

 さて、「レーティッシュ鉄道アルブラ線・ベルニナ

線と周辺の景観」は 2008 年 7 月に世界文化遺産に

登録された。 

ベルニナ線は、クール（グラウビュンデン州の州

都 約 5000 年の歴史あるスイス最古の街）とティ

ラーノを結ぶ鉄道だが、このうちの世界遺産区間は、

トゥージス～ティラーノ間。ベルニナ全線とする場

合は、サンモリッツに寄らないルートになるので、

少しややこしい。 

今回のように、B.E.としてティラーノからサンモリ

ッツ（ここを「ベルニナ線」という 145km）の 2 時

間 20 分を楽しみ、別に氷河特急(Glacier Express G.E.)

として、サンモリッツ～ツエルマットの 8 時間に乘

ると、残りの世界遺産部分サンモリッツからトージ

ス（ここをアルブラ線という）を走ることができる。

有名なランドヴァッサー橋は、トゥ―ジスの手前で、

実はどちらの特急も走るのだが、もっぱら G.E.の宣

伝の方に使われている。 

 

平均時速 35km で、どちらも、「世界一遅い特急列

車」と言われている。あくまで景色を楽しむ観光列

車であって、アプト式ラックレールが、急勾配の安

全走行を支えている。 

この急勾配のために、ブルージオには正円のオー

プンループ橋が作られたり、「アルブラサーカス」と

呼ばれるループトンネルが、５つも ベルギュンと

プレダの間に掘られたりしている。ベルニナ線の全

線開通は1910年のこと。たいした機材もない頃に、

山岳鉄道に掛けた執念の結果だ。 

 
ベルニナ特急ティラーノ駅の乗り場≫ 

さらには、もうバスやマイカーでいくらでもその

部分を走ってしまえるのに、現在も観光列車として

の人気を保ち続けている。展望のきくパノラマカー

や、座席まで届ける食事や、ワゴン販売、駅から駅

の間のハイキングコースなどで、乗車率をあげてい

る。 

 私自身は、もっと景色に入り込めるバスの旅の方

が好きだ。だから B.E.の横を、レールを見ながら、

あるいは時折り走行電車も見下ろしながら走れる
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ことには、大満足していた。 

 サンモリッツを出れば、まずはイン川沿いを線路

に併行して走り、まもなくベルニナアルプスの麓、

グラウビュンデン州最大と言われるモルテラッチ

氷河のそばを通る。ミックさんが指さして「ピッツ・

ベルニナ」と言っている。 

しばらく白銀が続いたあとには、白い湖ラルゴ・

ビアンコが広がり、その上にはパリュ氷河がのって

いる。電車が絶景で止まっているのが見える。 

 

≪ラルゴ・ビアンコとバリュ氷河≫ 

電車はそのあとループトンネルに入って行くが、

バスは大きな谷を大迂回をしながら降りていく。名

前を教えてももらえないが、河童橋からの穂高か、

槍沢からの大屏風かのようなのが見えている。アル

ペンローゼや花々も咲いていて、天国のようなバス

遊覧。 

 平地に下がって、再び線路と並び走る。ミックさ

んは、オープンルート橋にさしかかる時刻を逆算し

ていたようである。お蔭で、時計回りにおりてくる

列車をばっちり撮影できた。「ダンケ！」感謝の拍手。 

 

≪路面を走るベルニナ特急≫ 

 その列車は車道とも交差し、その後は路面電車の

ごとく、車道を走る。路面いっぱいゆえ、他の車は

後ろについて走るしかない。 

「ITALIA」で国境越えし、レールが増えていくと、

まもなく、ティラーノ駅だった。 

 

 車外に出ると、猛烈に暑い。さっそく、本場ジェ

ラートをゲットした。「グラッツェ」に「謝、謝」で

返された。 

 15 時 50 分、駅舎前に再集合し、団体ゲートでプ

ラットフォームに出る。4 人ボックス座席の左右で

の不公平があるからと、藤田青年は、ペア単位での

座席籤を用意していた。私は、進行方向へは左側の

（この場合は当たり）、トイレ傍をゲット。パノラマ

カーゆえに、上までガラス窓になっているから、帽

子をかぶっていないといけない。 

 さっそく、オープンループにさしかかった。車内

からは、窓ガラスの反射があって、けっこう撮りに

くい。撮影にこだわる場合は、窓が開くデッキから

撮影となるらしい。電車は６両編成くらいで短く、

そのことも車内からはそれらしく撮りにくかった。 

 

≪ベルニナ特急車内からのオープンループ≫ 

今度は約 1000ｍの標高差を、ジグザグに標高を

上げていく。名もないアーチ橋がいくつもあった。 

 到達したアルプ・ブリュム駅では、パリュ氷河が

広がるとして、停車時間が長かった。車道は大きく

迂回している箇所であり、電車駅ならこその風景な

のだ。「標高 2091m の断崖絶壁の上にあり、ピッツ・

バルナとピッツ・パリュの間から流れるパリュ氷河

の大迫力の眺めが楽しめる展望ポイント」とある。

ただし、もう撮りにくい、逆光の時間帯になってい

る。藤田青年に外からの、乗車証拠写真を撮っても

らった。 

何分間停車しているのかも不明だった（スマホで、
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この手の情報はとれるらしかった）が、この時、客

の三人組は小道具も使っての撮影に励んでいたよ

うで、車外の前方に走っていって「キャー」、反対に

走ってまた「キャー」をやっていた。何をやってい

るのやら、確かめる気も、尋ねる気もなかったのが、

歳の差かも。 

B.E.乗車限定のブリキ電車入りチョコと紅茶が配

布された。もってきたテルモスのお湯で、紅茶を飲

んだ。 

最高地点は、次の 2253m のオスピツィオ・ベル

ニナ駅で、ベルニナ峠（2307m）の真下にある。た

だし、停まるのは普通列車のみで、特急は止まらな

い。ここから、アルプ・ブリュム駅まではハイキン

グ路があって、そんな違いは、満遍なく利用までを

考えてのことかもしれない。ラックレール方式を除

く鉄道の駅としては、ヨーロッパ最高所の駅でも 

 あるそうだ。 

 

≪アルプ・プリュム駅からの展望≫ 

ガイド本には、さらに「広いラーゴ・ビアンコを

手前に、ピッツ・カンブレナの峰々とそこから流れ

だすいくつもの氷河は圧巻」と書いてはある。もう

融けているのと、なだらかな傾斜の谷の部分なのと、

逆光がきつくて、先にバスに乗っている時に撮った

写真で照合すればいいわ…で、眺め通り過ぎた。 

そこから、やや下り気味に、より白銀のモルテラ

ッチ氷河が広がっていく。バスで予習しておいて、

電車旅で復習というのが、それなりに面白かった。 

18 時 25 分、サンモリッツ着。 

ホテルまでわずかな距離になるが、ミックさんが

待っていた。仕事とはいえ、ミックさんもティラー

ノまでの一往復をやったのだ。狭い街中なのに、今

度は、バック走行でホテルオイロープに寄せたのだ

った。今日でお別れにつき、ループ橋の分も感謝の

拍手。 

乘っていただけだったが、疲れた。朝食と同じレ

ストランで、紫キャベツのサラダに、ペンネ付きサ

ーモングリル、チョコとアイスをいただく。 

 

≪ペンネ付きサーモングリル≫ 

明日は移動日だが、一日 G.E.（291km 8 時間）

に乘っているだけだから、とりあえず押し込んでお

けばいい。それで、「何も増えていないのに…」、ト

ッコさんのトランクは増量用のファスナーを開け

ることになった。 

 

 ඝඞ6 月 30 日（月） サンモリッツ～ツエルマット 

1 日３本の G.E.に乗るため、朝食はやや早め。 

今朝の運転手は女性ドライバーだった。たった 15

分の乗車で駅に着き、トランクをまとめて並べる。

駅には、何両もの赤い車両が停まっている。 

ヤナギランが咲いているのに気づいた。晩夏の花

のように思っているが、サンモリッツ湖を背景にい

れるように撮った。シャンパン気候の空に雲が垂れ

て山にかぶさり、暗い湖面に、雨の輪ができ始めて

いる。 

 

≪サンモリッツ湖とヤナギラン≫ 
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「昨日のうちのハイキングでよかったねえ」と言

っているうちに、雷鳴がとどろき、バケツをひっく

り返したごとき豪雨に。雨具の備えのない人達が、

駆け込んできていた。 

年間 322 日晴れるという場所で雷雨にあうのも

珍しい。こっちは一日乘るだけなんだし…まあ、い

いか…ながら、この時ツエルマットでは、ハイキン

グ中止になっていたのだ。 

ここでも、座席抽選があった。昨日と同じ、車両

の端で、トイレが傍の場所になった。宣伝通り、「す

べての座席を買い取ってある」ので、「楽々、一人座

りをして下さい」であった。藤田青年を男性群が手

伝い、トランクを列車に乗せた。 

13 年前もそれなりにモダンな車両と思ったけれ

ど、さらに、綺麗な車両になり、中央テーブルも折

り畳みで、幅を広げられるようになっていた。 

8 時 39 分発。291 の橋と、91 のトンネルがある

291km、8 時間の電車旅。幸いに雨はあがっていっ

た。（これを打っていて、見間違いか？と思うほど、

これらの数字は語呂合わせ状態だ。） 

イン川沿いのサンモリッツは標高 1775m。そこか

ら下がって、2 番目のサメ―ダン駅と、また登り返

しての 3 番目のプレーダ駅の間で、5865m の長さ

のアルブラトンネルを越える。アルプスを越えるト

ンネルとしては一番の高所（1815m）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そもそも「エンガディン」すら初耳には、馬の耳

に念仏に近い情報だが、せっかく現地に行ったので、

ここには、もう少し書いておく。 

トンネルの上はアルブラ峠（2312m）で、分水嶺

として知られており、峠より南側に降った雨はイン

川からドナウ川に流れ黒海へ。北側に降った雨はア

ルブラ川からライン川へ、そして北海に注ぐ。 

そこから、アルブラサーカスと呼ばれる 5 つのル

ープトンネルと６つの高架橋があり、400m 下る。

ループトンネルは遠心力でそれらしくは判るが、撮

りようがない。 

 

≪氷河特急車内からのランドバッサ―橋≫ 

有名なランドバッサ―川にかかるランドバッサ

―橋はフィリズール（1080m）を出てすぐの、ラン

ドバッサ―トンネルを出ていきなりの、半時計回り

カーブだそうである。進行方向左座席側の私達は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地球の歩き方 スイス』より 
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「当たり」の場所だった。9 時 30 分過ぎ、それはあ

っという間だった。窓ガラスの反射がなんとも邪魔

だった。高さ 64m、長さ 130m の石橋は、外から撮

れるものであって、「乗りながら撮る」のは、自己満

足までだ。 

また、アルブラ川にかかるソリス橋も、渓谷から

の高さ 89mで、ルート中最高、164m の石橋であり、

その先のトゥ―ジスで、世界遺産指定区間が終わる。

宣伝はあたかも、ツエルマットまで G.E.全区間が世

界遺産のような言い方をしているが、実際は、往年

の建造技術を駆使したその区間のことなのだ。 

ライヒェナウでライン川に出て、東に州都のクー

ルがあるが、西の上流側に向かう。白い岩肌の渓谷

はスイスの「グランドキャニオン」と呼ばれている。 

 

≪ライン川のグランドキャニオン≫ 

この辺り、ガイド本には「ライン川の大地溝帯。

もともとは氷河時代後期に氷河が後退する時に、ア

ルプスが大規模な地滑りを起こして巨大なダムを

作り、それを今度はライン川が削って、現在のよう

な複雑な地形を形成した。この景色は、鉄道路線か

らしか見られない」とある。グレートネイチャーで

も、それらしきことを言っていたが、立体図でもな

いと理解は無理。 

もらった絵地図は楽しいけれど、ふむふむといえ

るほど、スイスの歴史もヨーロッパ全体の歴史も知

らない。実際、街の真ん中を通っているわけでもな

いし。正直、「この町に〇〇がある」と書かれていて

も、「それが何か？」以上にはならない。 

カーブが少なくなったこのあたりで、昼食のサラ

ダが運ばれてきた。これをシートサービスあるいは

ケータリングという。2～3 人分をいちいち運ぶ…

は、ヒマな話でもあるが、それで雇用が維持される。 

チキンカレーにザッハトルテ。８時間は長いから、

食事時間もとらないと…。歩かないのは楽だが、乘

っているだけも飽きてしまう。 

 

≪氷河特急のチキンカレー≫ 

G.E.は途中で、鉄道会社が変わる。ライン川沿いと、

ローヌ川沿いでは州も文化も変わるからか、サンモ

リッツ～ディセンティスがレーティッシュ鉄道

（RhB）、ディセンティス～ツエルマットが、マッタ

ーホルンゴッタルド鉄道（MGB）となるのだ。食事

は RhB 区間で出ていたことになる。 

ディセンティスの次にルート最高地点オーバー

アルプ 2033m があり、その次が、アルプスの十字

路と呼ばれるアンデルマットだ。この地下に、世界

最長(57km)のサン・ゴッダルドベース鉄道のトンネ

ルが通っている。このあたりも、実際には見ていな

いが、大枚使ったのだから、一度は書いておくとし

よう。 

最高地点にはオーバーアルプ湖があった。昨日の

B.E.のラーゴビアンコもそうだったが、最高地点は

とんがっているのではなく、平らな湖が出来ている

ほどなだらかな乗越だ。谷奥には氷河が見えるし、

ゴンドラが動いていて、展望台へ向かっているよう

だった。 

 

≪最高地点 オーバーアルプ湖≫ 
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線路わきはお花畑になっていて、のんびりと乳牛

が電車を見下ろしているのだった。チロルでも思っ

たけれど、こんな場所で飼われる牛は幸せだ。残飯

暮らしで、きつい労働をする牛もいれば、自然体で

牧草を食べ、良質の乳を出せばすむ牛もいる。生ま

れた国ガチャのようなことは家畜にだってある。 

そんな山地が、隅々まで手入れされているのには、

感心する。一度だけ、麦の刈り取りを見たが、ほぼ

人影を見ない。なめるように牧草が刈られて、なだ

らかな傾斜が広がって、時々、同じ方向を向いた家

が並んでいる。たぶんスキ－ゲレンデをならす雪上

車みたいのが一気に牧草の刈り取りを済ませてし

まうのだろう。本来なら木が生えていて不思議では

ない山地が、なだらかな牧草地になっているという

のは、伐採し、根も掘り上げて、機械が入れる傾斜

にした苦節の年月あってのことだ。どこをとっても

絵葉書になるような…はそんな努力の賜物なのだ。 

ローヌ氷河が流れていた場所には長さ 15km の新

フルカトンネルが掘られ、G.E はそれが出来た 1982

年から通年運行となった。それまでの、1930 年か

らの運行は夏期のみだった。その旧線を今は夏だけ

の SL が走っている。苦節の線路も景色も決して無

駄にせず観光利用してしまうのがスイスだ。 

なお、ユングフラウのアレッチ氷河もこちらへ流

れている。ユングフラウ三山の写真も情報も北側ば

かり…は、南側がローヌ川の断崖になり、G.E.に接続

するような交通網がないからだ。 

 夕立か？の雨が車窓を濡らした。 

他の交通網と接続するのは、ブリークで、次のビ

スプから、ローヌ川を離れてマッター谷に入る。13

年前私が G.E に乗ったのは、サンクトニクラウスだ

った。予約がなかったのか通過。家屋はやや無骨に

なり、スレート屋根や、ネズミ返しも見える。 

そして 1991 年の土砂崩れの跡なる所を通る。決

定的な護岸らしきがなく、まだまだ崩れそうではあ

る。 

  谷が狭いため、マッターホルンは、ツエルマット

直前にしか見えない。私はどんな形で見えるかを知

っているから、雲の間にボウッと…を見分けられた

が、あれだと思う間もなく駅舎に滑り込んだ。 

  （今、6 か国語分を 1 冊にしたパンフレットを見

ている。スマホのデジタル・インフォテイメント・

システム 8 言語でリアルタイム情報をとれたり、備

え付けのヘッドフォンでオーディオガイド6言語を

聞けたりしたらしい。周辺にそのことを尋ねる客は

いなかったし、藤田青年は、わざわざ説明もしなか

った。デジタル慣れしていない客と判断したから

か？私はそうだったけれど…。） 

  

≪歓迎のアルペンホルン≫ 

 

ツエルマットは電動カーのみだから、ホテルが電

動ミニバンで、トランクだけを引き取りに来ていた。 

  あいかわらず賑やかなツエルマット。自力で歩い

て回った街並みだから、よく覚えている。人が囲ん

でいたのはアルプホルンの演奏だった。園芸種のエ

ーデルワイスも植えこんである。 

  ウィンパーのレリーフ、マーモットの泉、アルピ

ニスト達の墓、そして、フィスパ川にかかる橋（日

本人橋）…ありゃ、マッターホルンが見えない。見

事に見えない。 

 

≪マーモットの泉≫ 

  宿は、橋を渡って 5 軒目くらいのアルバナ・レア

ル。橋には近いから、朝焼けを見に行くのは便利だ。

エレベーターがごく狭く、０階がロビーということ
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や、地下への階段があっちにも、こっちにもで、や

やこしかった。看板そのものが 4 種くらいあり、宿

だけでなく、いろいろ営業しているようだった。 

  夕食は、その、ややこしめ地下に下りての、イタ

リア料理。リコッタチーズとトマトのサラダ、ラザ

オリ、クリームブリュレ。量的には、日本人向けに

なっていて、初めて完食できた。 

  ここで相席となったのが、歳の差夫婦。やっと山

趣味らしき人がいたか？であったが、奥様の話がど

んどん、インドにいる息子の髭の話にまで流れてい

った。 

  「マッターホルンが見えてますよ」に、外に出る

と、中腹に雲が出ていたが、拝めた。明日、午前中

は晴れとのこと。 

 

 ඝඞ7 月 1 日（火） ゴルナ―グラート～ローテンボー 

デン～リッフェルベルク～ツエルマット～ 

スネガ～ツエルマット 

  5 時 10 分、朝焼けを見に、部屋を出る。昔キリマ 

ンジャロトレッキングの際、相部屋嬢にカードキー 

を持って行かれたら、ドアが閉まるなり真っ暗にな 

り、水道栓まで止まらなくなって、洪水になりかけ 

たことがあった。1 枚しかないこともあり、わざわ 

ざ「カードキーは置いていくね」と、出た。 

 夏至から 10 日過ぎなら…の見込みは、5 時 35 分 

の日の出だった。工事のクレーンがやや邪魔ながら、 

4478m の穂先から朱に染まっての、なかなかいい朝 

焼けだった。 

 

≪マッターホルンの朝焼け≫ 

 宿に戻って…あれ？出る時は、回転ドアの左のポ 

チを推したら、横のドアが開いたのだ。それがうん 

ともすんとも…。黒の四角にカードキーをタッチせ 

ねばと気づいた。橋には、同行夫婦が来ていたよう 

だったが…誰も戻ってこない。保安完璧を確認する 

のみ。 

6 時 15 分、ようやく灯りがつき、女性従業員が

出勤してきた。「客だが、締め出しをくった」を身振

りで説明。同時に散歩に出てきた夫婦がいて、やっ

と中に入れたのだった。この失敗談に、藤田青年は

「『カードキーを持って出て下さい』と言うのを、忘

れていました」と言った。やれやれ、まだまだいろ

んな目に遭いそう。 

 

≪センベルビブム・モンタヌム≫ 

 

藤田青年は、チケットを先行して買わねばならな

いため、早出。ホテルフロントではなく、ゴルナ―

グラード鉄道駅（GGB 駅）に８時集合だった。 

7 時からの朝食は、チーズとハムとヨーグルトと

…。ポット用のお湯は、フロントのタンクから…で

あった。これがまた、ぬるかった。6 時からこんな

大きいののスイッチを入れても間に合わんけど…

だった。 

今日は午前のハイキングの後はフリー。昼食も夕

食もついていない。山上のレストランを利用しても、

ツエルマットの店に入っても、または駅前の COOP 

 で調達してもいいのだった。食べられない時用の、

カップヌードルや、梅がゆを持ってきている。その

昼食と、COOP 夕食に落ち着いた。 

   

GGB 駅には、ガイドのフミコさんが来ていた。夏

だけこちらでガイドをやり、冬は日本に戻って、日

本語学校の講師をしているそうだ。結構駄洒落を言

っては「あら、面白くなかったかしら。ウフ、ウフ

フ…」なんて、ペースの人だった。「花は満開。真夏
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のベンケイソウまで咲いて、３週間は早いと感じて

いる」とのこと。 

  GGB はアルプス登山ブームの 1898 年に開通して

いる。鉄道普及率も、乗車率もナンバーワンのスイ

スなのだ。 

皆が定刻前に集まったので、一番電車に乗ってし

まう。右にずっとマッターホルンを眺めつつ、33 分

の乗車でゴルナ―グラート駅。展望台 3131m まで

も、なんとなくの坂から、きちんとジグザグに、段

をつけた坂になったなあと思った。 

  

≪展望台からホテルとマッターホルン≫ 

マッターホルンほど秀麗な山はない。故白川義員

氏は新聞社の特派員時代に、マッターホルンの朝焼

けを撮影に来て、あまりの荘厳さに呆然とし、気付

いたらシャッターを切っていなかったという。その

感動がプロ写真家ヘ転身のきっかけになった。秀峰

と、山岳写真の巨匠の対峙…相応しい逸話だ。 

 

≪モンテローザとゴルナー氷河≫ 

1 番電車ゆえに、独占でき、広々の展望台だ。モ

ンテローザ 4634m、リスカム 4532m、カストール、

ボリュックスの双子がいて、ブライトホルン 4164m、

グレンツ氷河に、ゴルナ―氷河。反対側にはヴァイ

スホルン 4506m に、ドーム 4545m…やっぱり世界

レベルの絶景だ。 

 

≪ドーム 4545m≫ 

 

≪ヴァイスホルン 4506m≫ 

昔のように次の一団が一斉に上がってきて、私達

の方は、停まっている電車に乗り込み、下のローデ

ンボーデンへ移動とする。駅の改札が、黄色いソフ

トな X 字が広がるようになっていて、さらに安全タ

イプになったか？だった。 

  

≪カルカラタスミレ≫ 

ストックを伸ばし、まず体操。フミコさんは僅か

な下りも、イヤホンガイドで細かに注意する。中高
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年の野外編は、いくら注意しても足りない時代にな

っているのかもしれない。「ビオラが多い」とは、カ

ルカラタ・スミレで、パンジーの原種の一つ。アル

ピヌム・ツメクサ（赤クローバー）、アルペストレ・

ハンニチバナ（黄色）といった牧草系が多く、そこ

にビオラや、モンタヌ・バンダイソウ（センベルビ

フム・モンタヌム 朱桃のベンケイソウ）が混じる。

青のリンドウもあるが、咲きっぷりはベルニナの時

よりかなり落ちる。 

 

≪リッフェルゼーとマッターホルン≫ 

  すぐ、リッフェルゼーを見下ろせる位置に来た。

穂先がもう写っている。フミコさん「せっかくのい

いお天気ですから、逆さモンテローザが見える池の

方へご案内しましょう」と、左にそれる。「滑らない

ように」の注意があっても、「（花を踏まないように）

道を外すな」の注意がないことに不審そうな客に、

フミコさんは「同じ所ばかり踏まなければいいんで

す」と答えていた。家畜が放牧されているような国

は、このあたりが違う。 

  逆さモンテローザなら…の予想通りの場所だっ

た。ただし、明らかに逆光にはなり、人の顔は黒く

なってしまうのだった。 

大回りした分、ゆるやかにリッフェルゼーに近づ

く。朝一番は風もなく、映っていてあたりまえのよ

うに、かわるがわる、決め写真を撮る。若い三人組

はジャンプで撮り、藤田青年もジャンプして、「股下

にマッターホルン」を、決めていた（こんな若さは

真似できない）。 

  もっと撮りやすいのが、下のウンターリッフェル

ゼー。池の傍に近寄りやすいからだ。この時、周り

がけっこうジュクジュクだったのは、やはり、前日

かなり降って、池が増水していたということだった。 

  

≪ウンターリッフェルゼーとマッターホルン≫ 

  逆さマッターホルンの年賀状を、何枚貰ったこと

か…もうほとんどの先輩が山引退をしている。 

  岩の多い、なだらかな斜面はよくマーモットがい

るという。「ピュイー」と聞こえるのがそれだ。見張

役がいるものだ。やはり上の方にいた。フミコさん

は「立ち上がっているところは初めて見ました」と

言った。道の横にも「マーモットの巣穴です」があ

った。  

右手台地の上にあがっていくと、再び、ヴァイス

ホルンやドームが見えるようになった。やや腰高に

なったマッターホルンに、雲がわき出している。気

温が高いのだ。ここでまた、マッターホルンとのツ

ーショットを撮る。アルピナオキナグサの穂がやた

らとあるが、この花の盛りは相当に早い…。そんな

頃には日本発ハイキングはまだ出ておらず、一面の

クロッカスと同様、見ることはないだろう。 

  
≪プシラ・キジムシロとマッターホルン≫ 
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  リッフェルベルク駅から乗車。ここのレストラン

利用へと、ここで離れた夫婦もいたが、他は別コー

スを狙うべく、下山とする。 

  GGB 駅で、結局、グレッシャー・パラダイス 3883m

に行く人が 7 人ほどいて、フミコさんは、ロープウ

ェイ乗り場までのシャトルバスや、ロープウェイに

乘ってから…を説明している。私達はスネガへ行く

として、藤田青年が、チケット売り場まではついて

いってくれることになった。 

  

≪GGB 駅で自由行動へ≫ 

この時初めて、昨日は悪天で、ここのハイキング

が中止になっていたこと、G.E.が私たちの次から落

石で運休になりバスが代行輸送したこと、また、昨

年 6 月 22 日から 3 日間、ツエルマットが洪水にな

り、数々のトラブルがおきたことを聞いた（帰国後

検索してみたら、フィスパ川が溢れ、周りのホテル

が泥水に浸っている映像があった。GGB は 8 月中旬

まで運休していた。G.E.も山崩れで代替運行をして

いた。） 

フミコさんは、ツエルマットから出られなくなり、

そういう土地柄ゆえ住人たちが掛けているヘリコ

プター保険（緊急時のヘリ費用を補填する保険）を

初めて使ったという。 

  昨年の無念が消えなかった私は、アルプスでそん

なことがおきていた年だったのだ…に驚いた。図ら

ずも、アルプスが不遇だった年、その片鱗を味わっ

ていたのだった。 

  保険の話のついでに、フミコさんは、住人たちが 

 村外者には不動産を売らず、そんな時は元々の住人

達にのみ分配を守っていること。最初から電動カー

だけを使いガソリン車を入れずにいること（ツエル

マットの手前のテ―シュに大駐車場があり、ガソリ

ンカーの人達は、そこからツエルマットまでは電車

に乗る。そのためのシャトルトレーンが運行してい

る）を話した。凄い！そして賢い！  

土地を蚕食され続けている不気味な北海道のニ

セコに比べたら、住人も行政も、信念を貫き通して

いる。また、それがやれるという手本でもある。 

彼女は、問われるままに、バラ撒き土産には、エ

ーデルワイス入り紅茶をお勧め、スイスワインもお

いしく輸出分がないので、お勧め、チョコ系統は溶

けるからよくない…とのことだった。 

日本との２拠点生活…社長に理解があると言う

が…。羨ましいというか、それは裏返せば、ガイド

業だけでは食べていけないという意味かも。でも、

日本で働くためにまず日本の大学に入りたい、その

前段階の日本語学校という需要があり、そんな息子

のような年齢の生徒たちとの交流は楽しいという。 

女性なら、そんな綱渡りでもいい。ちなみに、学

校カリキュラムとして、一年のニュージーランド留

学に出ている孫娘は、どうやっていくだろう？まだ

当分、英語堪能は優位になるかもしれない。まずは、

どこへでも臆せず出て行けるだろう…。 

  

  まず、昼食を確保のため、日本語が通じるという

おいしいパン屋に向かう。スネガ・パラダイスへの

乗り場も同じ方向にあるというので線路伝いに歩

く。晴天は嬉しいが、暑い！ドライフルーツをたっ

ぷり練り込んだパンを一つ買った。 

  フィスパ川に架かる橋のたもとに、シャトルバス

乗り場がある。そこで 7 人と別れて、さらに、「で

も、どのバスかの指示もいるかも？」と藤田青年が

引き返したら、丁度バスが来て、7 人は「お先に～」

と乘って行った。 

トッコさんと私は、目立たないスネガの乗り場に

向かう。それらはほぼ地下に施設があって、地上部

はわずかしかない。しかもぺらぺら紙で二次元コー

ドが印刷されたハーフパスなるものを見せれば、運

賃は半額になるのだ。 

 ともあれ、藤田青年がいれば、全てお任せだ。「往

復」利用として買ってもらい、見送られた。 

 ひんやりした長いトンネルを抜け、急階段を登っ

て、同じ急傾斜の車体に乗り込む。完全にトンネル

の中だけを５分で、明るくなった先がスネガ・パラ



20 
 

ダイス 2288m だった。 

 ここから、左右バランスのとれたマッターホルン

が見えるという。でももう、穂先半分が雲の中だ。 

つまりは、グレッシャー・パラダイスへ上がっても、

やはり雲の中というまでだ。 

 

≪スネガでのアルペンホルン≫ 

 マッターホルンが写り込むという人工池ライゼ

ーは下に見える。暑いのと、マウンテンバイクが行

き来する砂利道にうんざりして、手近なベンチに座

り昼食…とした。展望レストランで、ビールと山盛

りのランチなんて…おいしそうにも見えないし、高

そうだし。みみっちい金沢人は、カップのビニルを

はがし、ぬるい湯を注ぐのだった。 

日焼けしたマウンテンバイクマンに、あれれ、ベ

ビーカーを押していくファミリーに、大型乳母車を

押し、園児を歩かせている保育士らしき一行までい

る。国を挙げて、幼いうちから自然に親しませる、

たくましいスイスにはかなわない。 

そう眺めていたら、「ザーッ」と滑った音。振り返

ったら、長身女性が顔面制動で派手に転倒していた。

この暑さで、ふらっと気を抜いたら、そうもなるわ。 

この先にロープウェイが延びていて、オーバーロ

ートホルン 3413m を間近に出来る。ただ、もう穂

先に雲がかかっているのと、情報過多状態だ。ハイ

キングコースであれ、マウンテンバイクトレイルで

あれ、これ以上の満喫は無理、拷問。   

レストランでアイスバーだけ買った。ここでもア

ルペンホルンをやっていた。この人達は、有償ボラ

ンティアのあたりなのかな…。 

 

ケーブルで下に下りると、さらに暑かった。ねず

み返しの家が残る路地を通り、水場を見つける。空

いたペットボトルに汲んで、味わった。メインスト

リートに出て、鉄道駅前の COOP に入る。 

  

≪鼠返しの家が残る路地≫ 

たいそうな品揃え。ワインは、味の区別がつかな

い舌だから買わない。ツエルマットビールは、名前

にひかれて買う。お茶売り場…「エーデルワイス入

り」のコーナーか？皆無になっている棚があった。

定番とんがりチョコと、玩具レベルの折り畳みナイ

フ、夕食用にジュース、サンドイッチ、フルーツを

買った。 

レジで渋滞している。不足分を後出ししてのお釣

りに関して、客とレジ双方の解釈が合わないらしい。

同行グループ内の若手が、翻訳機能を使って加勢し

通過した。 

こっちも、スイスフラン小銭にはストレスを溜め

ている。枕銭もあるからだ。中国で「枕銭出すのは、

日本人くらいらしいで」の意見を聞いたが、そして

別に、ペナルティーがあるわけでもないが…どうす

ればいいの？  

COOP を出たなりの同じ建物内に、モンベルツエ

ルマット店がある。如才なく、「ツエルマット店限定

品」を並べている。こんな所は、日本人も（日本人

相手に？）頑張っている。 

マッターホルン博物館に寄る。外観は小さいが、

こちらも施設は地下にある。初登頂の栄光と同時に、

遭難の悲劇がおきた。それがよりドラマチックにし

ているわけだ。初登頂を競っての熾烈な出し抜き合

いがあり、また、初登頂が済めば、今度はバリエー

ションルート合戦が始まる。 

そんなことは人類の発展につながったり、多くの

人が食べて行けるようになったりへの努力ではな

い。自分が英雄になりたい、注目されたい…なのだ。
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そう思う方だから、「切れたザイルの実物」にも、ど

こかシラっとなる。 

陰気臭い地下は、当時のツエルマット村民の暮ら

しの再現だ。それは、白峰村資料館や、はたまたネ

パールの民具展示に似ていたりする。人力のみで、

身の回りの資材を利用して生き繋ぐ山暮らしは、ど

こも、佇まいや道具が似てくる。ないない尽くしの

中での同じ根っこを持ちながら、それでも、国によ

って別の暮らしや別の言葉や文化をもつようにな

るのが、おもしろい。 

  

≪リッフェルベルク駅と看板≫ 

さらには、今ではどれだけ僻地を逆手にとって観

光地に育てていくか？で、もっと違いが出てくる。 

GGB の施設にも、ここにも、ザイルを掛けた二人

の男のポスターがあるのは、初登頂物語にからめた

演劇が、リッフェルベルクであるためらしい。集客

イベントを忘れず、関連付けも忘れないツエルマッ

トなのだ。 

 自由行動で、のんびりできたのがよかった。 

 明日は、移動日。またまた集合は、直接 MGB 駅な

のであった。 

 

 ඝඞ7 月 2 日（水） ツエルマット～テ―シュ～ 

 シャモニー～ラウターブルンネン～ヴェンゲン 

ロビーにトランクを並べてから、朝食をとる。「グ

レッシャーパラダイスはやはり雲の中だった」と言

う。私達も「半分雲の中でした」と返す。 

中腹まで陽をあびたマッターホルンに「さよなら」

だ。これで見納めの教会に、墓地に。墓の反対側の

碑は？日本のあちこちの市との、姉妹都市の記念碑

だった。ちなみに妙高市がある。一夫一妻じゃない

し、ツエルマットなら、もてまくりになる。 

最後のメインストリートで、マッターホルンチョ

コを買った。分かり易いし、物価高の中ではかえっ

て割安だ（検証：溶けていなかった）。 

MGB 駅に、トランクが運ばれてきた。二人くら

いの客の場合は、人も一緒に荷台に小さく収まって、

運ばれてきていた。 

1 駅分だけ移動したテ―シュから、後半用のバス

に乗り込む。コバさんの運転。マッター谷を抜けて、

ローヌ川沿いを下る。 

ちょっと懐かしい、シオンの古城を見送る。 

 

≪シオンの古城≫ 

セントバーナード犬の像のある道の駅でトイレ

休憩をする。救助犬として有名だった犬種の故郷で

あり、その首には気付け用ブランデーが入っていた。

バリーという犬は 40 人を救助し、剥製になってい

るという。絶滅しかけて、交配で系統を残したそう

だ。 

 

≪セントバーナード犬の故郷≫ 

もう一つ。それは、フランス語では、サン・ベル

ナールとなり、あのナポレオンが馬にまたがった絵

「サン・ベルナール峠を越えるボナパルト」の地に

なるのだ。アルプス越えの要所であり、ハンニバル
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がかつて象で越えたとも…。今はトンネルで通過し

ている。長い歴史と地勢をかすめている。 

 

さらにシャモニーへ。トイレ休憩を挟んでも、た

った 3 時間の移動。13 年前は、この間のために 8 日

間を掛けて…。 

おかしいなあ…スイスへ行ってきたけれど、スイ

スツアー宣伝は、見ていない景色（ほぼ、ユングフ

ラウ方面）ばっかり…。どういうことなんだろう？

私は日本の有名な山なら、ほぼ、山名と、どちら方

面から撮った写真かもわかる。それなのに、見当も

つかないなんて、どういうこと？あたりまえだ。バ

スで3時間相当の距離しか動いていなかったんだか

ら。 

 たちまち針峰群と氷河が覆いかぶさるように見

えてきた。樹間に、アルジャンティエール氷河、ド

リュ針峰、次にメール・ドゥ・グラス氷河…そうと

判ったのは、13 年前に対岸から、じっくりと見た経

験からだった。針峰群のその右端に真っ白にズング

リと…いやいやあれは西隣のこぶで、まだ隠れてい

るのが…やったあ、モンブラン 4808m だ。 

 

≪モンブラン 4808m≫ 

11 時 30 分、シャモニー着。まず昼食だ。フラン

ス領に入って、フランス料理のうちになるか？ポー

クステーキにマカロニグラタン。チョコスフレのク

リーム添え。肩も胸もあらわな女性が給仕。日焼け

が気にならないか？それにしばしばタトゥーがあ

るのも…。持ってきたユーロ小銭で、レモネード代

€4.5 を払った。 

レストランを出ると、まだ、ズングリ山頂は見え

ていた…でも逆光だし、雲が湧き始めている。 

そこから街外れとなるエギーユ・デュ・ミディ（「正

午の時計の針」の意味）へのロープウェイ乗り場

1035m へ。やたらと「70」のポスターがある。それ

は 1955 年に完成してから、70 周年の意味だ。 

  

≪70 周年を迎えるエギーユ・デュ・ミディ≫ 

索道の先は雲の中だった。まず、10 分で乗り継ぎ

点のプラン・ドゥ・レギュー 2300ｍ。レストラン

に、カラフルなパラソルが並んでいる。そこからの

雪原には昔どおりに、登山者の列が見える。 

さらに 10 分で、北峰駅 3777ｍへ。下りロープウ

エイ用の整理券を渡される。北峰からの渡り橋で、

「14 時 55 分に、下り側の売店前集合」と聞き解散。 

富士山より高いとなるから、「走らず、大声を出さ

ず…」の注意もある。 

まず、雫のしたたる天井の下、中央峰 3842m の頂

上テラス（グレッシャーパラダイスが出来るまでは、

世界一高い展望台）へのエレベーターに乗る。 

予想通り、モンブラン頂上は雪原の先がガスで見

えない。見えないから、以前にはなかった設備「空

中の一歩（ガラスで囲まれた部屋）」の列にはつかな

い。3842m のパネル前で証拠写真は撮った。 

モンブランを見るための展望台で、モンブランが

見えないとなると、そこは持て余す場所でしかない。 

 
≪モンブランの見えない頂上テラス≫ 
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「氷のトンネル」がなく、ハート型に窓をくりぬ

いたポスターを証拠に撮影。「CHAMONIX」の看板を

探して、各自進め…であったけれど、要領をえない

し、面倒くささが先立ったのは、あるいは軽い高山

病症状だったのかもしれない。 

  

≪氷のトンネルからのモンブラン ポスターより≫ 

下り口の売店前ではけっこう待たされた。大柄の

係員が整理券を数えて，一台に乗れる人数ごとに区

切っていたからだ。だから、下では、トイレ休憩を

しつつ、次の便になった人達を待つことになった。 

 そこからかなり離れたバス専用駐車場まで歩き、

乗車。これが 16 時。葡萄畑の中を、来た時の反対

にかなり戻って走り、マルティニからの高速に乗る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見えなかったのが主因とはいえ、印象薄いモンブ

ラン。いや、こんな「ちょっとだけよ」では、たと

え見えても「見た！」まで止まりだろう。 

来る途中に細かに景色をなぞれたのは、13 年前、

狭いシャモニーの谷を挟んだ向かい側の、プレヴァ

ン展望台に上がり、ラック・ブラン小屋に泊まると

いう、一日半のトレッキングをやったからだ。それ

だけの濃厚接触時間があってこそ、記憶は残る。タ

イパ、コスパの短期決戦で、記憶出来たり、理解で

きたりになるはずがない。 

かけがえのない場所を歩き、思い出を刻み、少し

は「私のモンブラン」になっていたんだなあ…13 年

前には、比べようのない、かけがえのない旅をやれ

ていたんだなあ…。 

たった3時間分しか見ていない！の不満が消えて

いた。 

 

モントルーで、レマン湖をかすめ、グリュイエー

ル湖を見下ろす店で休憩をとった。1CHF を払って

検札を通ると、50 サンチーム引きの券が出てくる…

という有料トイレだったから、主旨に合わせ、チョ

コドリンクを買う。 

物好きにもデジカメで道路標識も撮っていたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『地球の歩き方 スイス』より 



24 
 

ら、フライブルク、ベルン…と、たどった行程が判

る。ここも湖が多く、ちょうど夕暮れの虹がかかっ

ていた。つまりは少々雨模様になった。ベルンとは

熊の意味だ。あれ？フミコさん、「スイスに熊はいま

せん」って、言ったよね。なんで？ 

バスに乘っている間に…と、藤田青年の説明が始

まる。「郷土料理と言うものはありませんが、チーズ

が豊富。チーズフォンデュは今晩召し上がっていた

だきます。ユングフラウ３山のアイガーは、『人食い

鬼』、メンヒは『修道士』からきています。ユングフ

ラウは『乙女』ですね。アレッチ氷河は乙女の長い

髪となります。ヨッホは山の間の平らな所をさしま

す（乗越だね）。槇有恒がミッテルギ稜で初登頂をし

て、その後、寄付で山小屋を建てています。ちなみ

に、アイガー、グランドジョラス、マッターホルン

が、三大北壁です。今井通子さんが、女性の初登頂

をしています。  

ヴェンゲンも、ガソリン車規制をしている村です。

長期滞在をする人が多いリゾートです。」 

 

ここでも勉強。 

首都ベルンの南に広がる高地を、「ベルナーオー

バーラント」と総称する。ツエルマットなどは元々

生活に厳しい寒村であった。そんなアルピニズムが

入って来る時代の前の、スイスらしい風景や暮らし

が広がっていたのが、こちら。南斜面の明るい日差

しを浴びている地帯だった。 

そこには、アイガー3970m、メンヒ 4107m、ユン

グフラウ 4158m のユングフラウ三山が並び、続く、

ヴェッターホルン3692m、シュレックホルン4078m

も、厳しくも美しい岩壁を見せている。 

その前のなだらかで広々した牧草地は、長い汗の

結晶であり、冬はスキー場にもなれば、避暑地とし

て富裕層を迎えることになった。大衆が観光対象で

なかった頃、ここに人や荷物を運ぶための登山鉄道

があれば…をと考えたのは、富裕層であったらしい。 

クライネ・シャイデックまでは 1890 年に、ユン

グフラウヨッホまでは 1912 年に開通している。 

急勾配のため、機関車は、登りでは下から押し上

げ、下りでは下でブレーキを掛けねばならず、列車

の最下部に付く。つまり、線路はつながっているけ

れど、機関車の付け替えはできないから、グリンデ

ルワルト側も、ラウダ―ブルンネン側も、それぞれ

が往復での運行。全てが、クライネ・シャイデック

で乗り換えになる。 

  

≪望遠でのユングフラウヨッホ≫ 

かつ、アイガーをぶちぬくトンネルは、発想も並

みではないが、それゆえ通年利用が可能にもなった。

各ポイントをさらに、いくつものゴンドラがカバー

して、自在に、スキーやハイキングコースがとれる

ようになっている。2020 年には、アイガーエクス

プレスが完成し、既存ルートをさらに短縮した。 

  

≪現地の絵地図≫ 

ちなみに、2001 年、「スイスアルプス ユングフ

ラウ、アレッチ、ビーチホルン地域」が世界自然遺

産に登録されている。ヨーロッパ最長のアレッチ氷

河を中心に、周辺部に広がる貴重な自然環境だ。 

なぜこっちの山が該当し、あっちの山が該当しな

いのか？おそらく、「世界自然遺産に登録」は、宣伝

になる一方で、ややこしい書類や報告などが多く、

負担金も生じるものと思われる。「白山ジオパーク」

の紹介で知ったが、それは外部の勝手な思惑や勧告

が入ることにもなる。申請したうえで登録となるか

ら、まずは世界遺産にしたいという価値観を当事者
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が持つか、そう合意できるか？がある。ツエルマッ

トは独自路線を貫いているが、ともあれ、ユングフ

ラウは（対抗してか？）「世界遺産」を前面に出して

いる。 

 

まだ、カタカナが踊るだけで頭に入りもしない私。 

随分と谷底に入ってしまったではないか？の、ラウ

タ―ブルンネンに着く。前方に見える滝は、わざわ

ざ「15 分のお散歩」と書いてあった、シュタウプバ

ッハの滝ではないか！どうして、こんな谷底にたく

さん人が行き来しとるんや？…の困惑。  

見上げる山（ユングフラウ）にかかる雲が切れだ 

している。トランクを下ろし、地下道を通って、プ

ラットフォームに押し上げた。明るいが、もう 20 時

だ。州旗が 2 枚と、国旗の 3 枚がぶら下がる。 

 

≪ラウターブルンネンの深い U 字谷≫ 

滝の掛かる側は 300m の絶壁だが、反対側はまだ

なだらかで、登山鉄道が延びて、500m を這いあが

っているのだ。それは、クライネ・シャイデックま

で伸びている路線だ。 

もおお、何で、バスでそのまま行かんのや？と思

いつつ、トランクを登山電車に乗せ、出発。上がる

ほどに、U 字谷の深さが判る。2 番目がヴェンゲン

駅 1275m なのだった。山奥とも思えない、小綺麗

な駅前。 

ホテルの電動カートがトランクを引き取りに来 

た。こっちも乗せてほしい気分ながら、藤田青年の

後を追って、上り坂をあがる。左にくね、さらに右

にくね…の上に、由緒ありげな「レギーナ」があっ

た。ピアノの演奏が聞こえた。 

 

前庭の先の山（ユングフラウ）が、いよいよ残照

モードになってきた。動くの、もう御免…と言いた

いが、夕食は、他のレストランだという。 

  

≪残照のユングフラウとヴェンゲン≫ 

玄関前の坂を下り、線路沿いの本道に出て、さら 

に上がった先のホテルへ。 

そこで、お待ちかね？の前菜、チーズフォンデュ。

かなりワインの香りがきつい。パンの他に、マッシ

ュルーム、ポテト、ブロッコリーの皿も出てくる。

疲れ切ったうえ、こんな 21 時過ぎに、食欲がわか

ない。フォンデュ鍋を空にして、さっと卵とご飯を

いれてリゾットで仕上げ…なんて騒げたのは 13 年

前。次のポークとナポリタンの皿も、控えた。胃も

相応に加齢している。 

22 時 25 分、「最後の下りと登りはもう無理」「近

道らしき横道があったよ」と、ブツブツ後ろ向き会

話をやっていたが、実際、最短の横道があったのだ。

行きもこの道でよかったのに…。 

エレベーターは、内側にはドアのない、まさに忍

者屋敷のような、「ドアノブを開けたら、いきなりエ

レベーター内部」の仕様であった。 

 部屋がやや狭くなった分、バスがなく、シャワー

だけ仕様。シャワーを浴びたうえで、明日の朝食は

7 時 30 分から、ハイキング扮装で 8 時 10 分集合と

のこと。ハイキングとはいえ、スケジュール的には

きつい遊びだ。 

 

 ඝඞ7 月３日（木）ヴェンゲン～メンリッヘン～クラ 

    イネシャイデック～グリンデルワルト～ 

    ラウターブルンネン～ヴェンゲン 

 朝食は、ホテルレストランで。赤いカードが置い

てある予約席だという。天井高く、人も多く、朝か

らホールパイが何種も出ている。ジャムは大きな棚
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に瓶詰がいっぱいで、そこから小皿にとり分けてく

る。 

  

≪種類の多いジャム≫ 

今日は、下りハイキングとスフィンクス展望台へ

だ。「地球の歩き方」の俯瞰図を見ているが、下りと

書いてあるけど、山に近づくからには登りでは？と、

やはり体験しないと判らない…。 

 宿から水平移動でロープウェイ乗り場に向かう。 

ヴェンゲンは崖っぷちの村かと思ったら、こちらの

方が広く開けていて、テニスコートやモダンな建物

が多かった。 

 乗り場に待っていたのはいかにも山岳ガイドら

しい G さん。シルトホルンなどハイキングコースが

多い、ミューレンが自宅だという。電車、ロープウ

ェイ、電車を乗り継いできているという。 

 8 時半の始発に乘るべく出発してきたが、ここの

ゴンドラは二階建てで、プラス５CHF で 10 名まで

がベランダに上がれるという。もちろん手を上げ、

じゃんけんで勝って、二階へ上がった。 

 

≪ベランダ付きロープウェイ≫ 

こちらも急峻な崖で、まさにロープウェイ架設向

きで、雪止めがいくつも設置されているのも確認し

た。 

向かいの絶壁の上に集落があるのが見えた。それ

が、ミューレン。まさに、ラウターブルンネンから

ロープウェイを上がり、さらに鉄道に乗り換えて入

れる、ガイドさんの住む村（ATS 社が、力をいれて

いる地区）。鉄道普及率 NO.1 とは、崖部分にはロー

プウェイを掛け、あとはラックレールを敷設して繋

いでいる結果なのだ。ネパールでも、張家界でも、

スイスが観光ロープウェイを架けている。経験値が

半端ではなく、かつ、その技術力を輸出しているの

だ。 

 

上がった先は、台地の端、メンリッヘン。いきな

り、三山の残りのアイガーとメンヒがとびこんでき

たが、山頂は雲の中だ。ユングフラウを隠し気味の

目障りなチュッケンが手前に聳えていて、ハイキン

グ路は左に回り込んでいる。 

 

≪メンリッヘンからハイキングスタート≫ 

G さんは黄色の標識の説明をした。どの分岐にも、

これが立っているから、一人でも散策できるという。

ツリガネニンジンに似た花をまず撮影。 

 

≪一人でも散策できる完璧な標識≫ 
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周辺はブランコや回転ジャングルジムなどの遊

具が豊富。スイスは子供時代から、山が好きになっ

てくれるよう、山頂駅には遊具を備えるのが施策だ。

小さいうちから自然に親しみ、国を愛し、丈夫な体

の子供になるように…健全な施策だ。 

 ラウターブルンネンの深い谷と、そこへつながる

インターラーケンを見下ろす方ばかりに気をとら

れたが、反対側へはグリンデルワルトからのロープ

ウェイも上がってきている。立体として地形が把握

できると、どのピークにもリフトが繋がっているの

が判る。これを前提としてのハイキングであり、そ

れ以前に、ますスキーゲレンデなのだ。 

 

 足首などを回してから、ハイキング開始。アルプ

（牧草地）は花だらけだ。ついつい先走って、クイ

ズに答えるように花の名前を言ってしまう。もっと

細かい分類は後の話で、まずは見つけては写真を撮

った。 

アイガーは、北壁が真正面にバーンとあって、ず

っと逆光になる。だから、余計、映画にもなった窓 

 がどのあたりか判らない。その麓に直線で見えてい

るのは、グリンデルワルトからの登山鉄道だ。その

先に、目的地のクライネ・シャイデックがある。全

然ピンとこなかった地名が、今、どんどんわかり出

している。 

  

≪ホーネックからアイガー北壁≫ 

 行程の半分の所が、ホーネックであり、チュッケ

ンの尾根が外れて、ユングフラウ、スフィンクス展

望台も見えるようになった。グリンデルワルトや、

そこに迫るヴェッターホルンがゆったりと見下ろ

せる。スイスの村風景として典型的なものだ。手入

れの行き届いたアルプが広がり、それを守ってくれ

るような白銀の山々、その麓を行く、登山鉄道…人

と自然が調和し、ふわっと幸せが漂ってくるような

景色。 

花々は、雑草並みのシラタマソウが豊富で草原系

が多い。岩場はアルペンローゼがミヤマキリシマの

ように、斜面をピンクにしている。チュッケンの尾

根に続くここが、ワールドカップのスキー会場にな

る…も聞いた。スキーリフトが上がってきて、さら

に頭上にリフト台らしきが見える。その先は、クラ

イネ・シャイデックに下っている。 

  緑の箱は「なあに？」だったが、愛犬の糞専用の

ごみ箱だった。愛犬もハイキングのお供であり、そ

の替り、徹底して始末もする。 

  アイガーがもっと迫るのがクライネ・シャイデッ

クだが、、周囲はかえって見えなくなり、ホテルや駅

舎が近づく。降雪機の水源になるのか？の池があり、

アイガー北壁の登攀コースの看板がある。駅舎の直

前、右手高台に新田次郎の記念碑があった 

 

≪新田次郎の記念碑≫ 

 新田次郎の作品に『アルプスの谷 アルプスの村』

がある。昔、山から足を洗う決意をした隣人（仮住

まいをした時期のお向かいさん）から、私が山ガイ

ド本を書いていると知ったうえでの、大量の山書籍

（ちなみに「日本百名山」の初版本も）を譲り受け

たことがあった。そのうちの一冊。新田次郎の、日

本の山が舞台の数々の文庫本の中では、異色の紀行

だった。 

『アイガー北壁 気象遭難』『栄光の岩壁』という

アルプスを舞台にした本もあり、彼は度々この地を

取材に訪れていたらしい。 

彼の墓は先祖とともに諏訪にある。分骨埋葬は断

られたらしいが、妻・藤原ていは、メガネ・万年筆・
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取材ノートなどの遺品を、アイガーの見えるクライ

ネシャイデックに自ら埋めた。諏訪で日本の土には

なるが、アルプスにも、夫の痕跡を何とか残してお

きたかったのだろう。 

 

10 時 50 分着のここは、登山鉄道の要衝であるが、

ホテルは昔からの由緒正しいのが整然と建ってい

る。ユングフラウの下部の氷河からは、たくさんの

滝が流れ出しているのが見えた。温暖化…この景色

がいつまでも…とはいえない。 

 

≪山小屋料理の定番 アルペンマカロニ≫ 

駅舎の中のレストランで昼食。スープに続いて、

アルペンマカロニ。マカロニにカリカリに焼いたベ

ーコンを乗せ、アップルソースを添えたもの…山小

屋料理の定番とある。しつこい蠅がいて、気になっ

た。トイレ棟が別棟であり、それがとりわけ頑丈な

作りで、なるほど、ただの駅舎ではない、標高 2016m

にある、兼、スキー場のロッジなのだった。 

少々雨がぱらついてきた。標高が高い分寒いと言

われていたので、ゴアテックスの方を着る。 

 

≪クライネシャイデック ここもロケ地≫ 

ユングフラウヨッホ行きがここから出るため、レ

ールが増えている。山の写真を撮ろうとしたら、電

線が邪魔で、それを避けようと前進したら、何本も

のラックレールを跨ぐことになった。ここ自体、か

なり広い乗越なのだ。 

12 時 20 分再集合し、12 時 30 分乗車。2061m か

ら 3454m へ。ユングフラウ鉄道は 1896 年に着工

し、1600 万 CHF を掛け、1912 年に開通した。ヨー

ロッパ最高地点の鉄道駅は、「ユングフラウヨッホ」

の名だが、「トップ・オブ・ヨーロッパ」が付記され

る。スイス最高峰の郵便局、ヨーロッパ最高峰のチ

ョコレートショップ、世界最高峰のウオッチストア

…と続く。ヨーロッパ最大のアレッチ氷河 22km を

見下ろし、その電力は会社の水力発電所で賄われて

いる。年間平均気温マイナス 7.9 度の地で、365 日

の営業をしているのだ。 

 

≪北壁途中の窓からの氷河≫ 

途中駅アイスメア―3158m で、写真ストップがあ

り、氷河のなだれ落ちる部分を見ることができる。 

北壁登頂は、1936 年の悲劇として語られ、映画に

もなっている。私の場合は、ここの北壁に限らず、 

 英雄視する視点を全くもたない。真っ当に生き、家

族や社会を支える選択も、勇気と決断と思うからだ。

しかし、怖い物見たさのような話題作りになる点、

ある意味、観光資源のうちになる点に、なるほど…

をやることになる。 

  13 時 11 分、ユングフラウヨッホ駅に着く。灰色

のトンネルの中だ。そこから、ユングフラウヨッホ

駅舎へ。日本語版の「ユングフラウ鉄道 乗車記念

パスポート」を受け取る。駅舎内の地図、歴史、割

引クーポンと至れり尽くせり。ここの赤いポスト

（富士山 5 合目の簡易郵便局と姉妹提携したもの）

で 14 時 30 分に再集合とし、解散。 
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  まず黄色のエレベータに乗りスフィンクス展望

台 3573m へ行くこと。後は半時計回りらしいこと。

買物にも励めばいいらしいこと（特に、リンツチョ

コが安いこと）。来訪記念に、最高地点から手紙を出

す…がやれること。 

まあ、しかし、人だらけだ。何より、韓国の人気 

テレビドラマ「愛の不時着」のロケ地になった…が、

直近では話題らしい。この手のは…アニメや映画や

のロケ地に「キャー」は、私が最も嫌う所。「それが

どうした！」以上の価値観をもてない。今ではそん

なタイアップをして、SNS に取り上げてもらえば、

観光客増になる。配布物にまで…かえって、白けて

しまった。 

 

≪スフィンクス展望台からのメンヒ≫ 

 屋外バルコニーに出ると、迫るのはメンヒ。回っ

ていくと、アレッチ氷河が、さらに回って反対側に

ユングフラウ。手前の雪原プラトーに、たくさん人

がいる。その他は、フランスの何とか、ドイツの何

とか…と書いてあっても、そもそもそこを知らない

のだった。 

そこから下りて、アルパインセンセーション…エ

ーデルワイスの電飾に、巨大なスノーボールと展示

が続く。次がアイスパレスだが、トッコさんは「や

めておく」という。別れて、私は手すりに繋がりつ

つ前進。ここのアイスパレスは氷河でずれるため、

毎年掘り直し、手すりを付け直している…と聞いた。

時々ある洞窟の中には氷の彫刻が置かれている。そ

の先が雪原プラトーなのだった。 

  まぶしい万年雪の上。真ん中にスイス国旗が立て

てあり、展望台をバックに、記念写真の列になって

いる。その反対がユングフラウだ。それ以上は… 

 眺めておしまい。氷河のスノーパークで、夏に雪遊

びができる…が売りだ。 

 

≪アレッジ氷河≫ 

  まずはトイレを済ませて…と列につく。これがい

っこうに進まない。使えるのが一基しかない。どう

して？の開かない片方は、高山病になった人が占拠

していたのだ。やっと出てきたら、次には洗面所で

吐いて、ここも使えないことになった。高山病への

配慮が必要かもしれない。 

これだけで集合時刻ギリギリになってしまい、

「TOUR」の表示にしたがって進んだが、これまた、

階段でぎっしり状態になっていた。ツアー仲間が見

えたからまだしも、そして、藤田青年にも会えたか

らよかったものの、動けないままで、集合時刻も過

ぎてしまった。 

  

≪雪原プラトーからのスフィンクス展望台≫ 

  なんらかの措置があったようで、別の階段に移動

し、やっとポストのあるフロアへ。そういえばパス

ポートに記念スタンプを押す箇所があった…を思

い出し、押してきた。 

電車の停まる場所に進んでも、ここはここで情報

が交錯しているようだった。韓国からの団体と揉み

合いながら、遅れての電車には乗れた。 
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戻りは、途中のアイガーグレッチャー2320m で下

車。2020 年に開通したアイガーエクスプレスに乘 

り継ぎする。ここにも、リンツの店があった。さっ

きの展望台では買うどころではなかったので、「ス

イスに行ってきました」風の外装のを 3 箱買う。 

26 人乗りのゴンドラは大きい。結局、グループ別

に、空席を残したままで発車していく。グリンデル

ワルトへは 15 分でつながり、そこまでガラス張り

の大展望だ。まずは右手に、間近に迫るアイガーの

北壁。下には、広い斜面にハイキング路が見える。

何より、グリンデルワルトののどかな谷が魅力的だ。

ヴェッターホルンが U 字のカーブで迫っていて、そ

れはスイスの典型的な写真になっている通りだ。 

  

≪ヴェッターホルンとグリンデルワルト≫ 

グリンデルワルト・ターミナルからバスに乗り、 

 また、ラウターブルンネンへ。シュタウプバッハの

滝へは徒歩 15 分とあったが、コバさんは、最奥の

駐車場まではバスを入れてくれた。そこから滝は 

間近で、落差 287m の滝は、この谷に掛かる 70 い

くつの滝でも特に勇壮とある。文豪ゲーテが感動し、

詩の着想を得て…まあまあ。 

送ってもらえた分、かえって戻りのラウターブル

ンネンの駅舎までを長く感じた。地下道をくぐり、

またプラットフォームに並ぶ。 

ここでの大一回りをやって、電車、バス、ゴンド

ラが実にうまく繋がることと、登山電車が堅実で安

定した乗り物であって、乗車率世界一になる意味が

よく判ったのだった。 

ヴェンゲン駅から、ホテルへの坂を上がる。今日

は、このホテルでの夕食だ。明日は、もうチューリ

ッヒから帰国便に乘るから、最後の晩餐なのであっ

た。 

 

≪ホテルでの最後の晩餐≫ 

2 つのテーブルに分かれて座り、ホテル仕様のメ

ニューをいただく。サラダに乘るマッシュポテトも

いかにもホテルらしいアレンジで、上品にナイフと

フォークでいただく気になった。 

 少々はもうお別れの気分が漂う。 

テニス仲間の女性ペアの片方は、直前に体調を崩

し参加できるかギリギリだったが来れてよかった

と言った。もう片方は停年が 2 度延びて、ようやく

の実現。結果、今はプー太郎で、帰国してから今後

を考えよう…なのだと言った。私達は山友達同士で

あること。私は 2 回目で、ある種のリベンジ、トッ

コさんはそれこそ「2 日しかなかったから、突然決

まったスイス」と説明した。歳の差夫婦の方は、こ

の時も延々と、元職場の上司で、夫の両親がやっと

山を止めて身を固めてくれるかと喜んで…が始ま

っていった。 

リゾートホテルに泊まるからといって、極上のサ

ービスを受けて優雅な時間を過ごし、あたらずさわ

らずの相応の話題を見つけて、会話を楽しむ…には、

まだまだ素養と経験がない。 

今日は演奏者が、エレクトーンで演奏している。

三人組さんがスカートを履いて来たうえ、曲を頼ん

で、盛んに「踊ろうよ」をやっている。その意味で

は私達は、金沢の山猿だった。なんで山にスカート

を持ってくるの？えっ、踊るの？でいた。刺激され

たというより、困惑した。トッコさんは琵琶で、私

は篠笛で…邦楽なら、少しは判りたいと思うのだが。  

残り時間にどんな教養をつけるか？そもそも、残

りの人生をそう舵取りしていくか？まだまだ迷い

続けることだろう。 
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 ඝඞ7 月 4 日（金） ヴェンゲン～ベーニンゲン～ 

   ブリエンツ～チュ－リッヒ～ドバイ 

  7 時にロビーにトランクを出し、レストランへ。 

 今朝も、藤田青年はチケット押さえに先行し、客は

各自で 7 時 55 分にヴェンゲン駅での集合だった。

これは結構、自立したお客向けの指示である。 

  そういえば、大昔、呉服屋企画での「ロマンチッ

ク街道」と「プラハの旅」に参加したことがある。

着物姿でコンサートに参加などのシーンが3回ほど

入っていて、面白い趣向ではあった。従業員の慰安

旅行も兼ねていて、彼や彼女らが着付けを手伝いつ

つの添乗役でもあった。変わり者店主も、羽織袴を

着こなし、和服姿御一行様をやったのだ。 

  でも、外国に不慣れな従業員だけでは手が回るは

ずもなく、なぜか客の私（若かった）まで、着付け

も、トランク運びも、手伝う羽目になった。という

のも、大店の大奥様方が「私は、A の３なんだけど

…」という具合で、座席すら自分で探す気がなかっ

たからだ。従業員が何事にも気を回すものであって、

悠然と指示を待つのがそんな御身分の方々だった。 

  今回のお客様は、みな 100 万円近くを払っている

御身分だけれど、みなさん自分のことは自分でやり、

時計を見計らって動き、離れた集合地へも行ける

方々だった。「朝の集合は、駅で」が結構あったので、

かえって、ああいう依存心一杯だったら、どうなる

ものやら？と、思い出してしまった。 

富裕層なら、執事や召使やらが動くのだろう。リ

ゾートとは、そういった桁違いの富裕層や貴族が、

たっぷりのサービスを受け、豊かさを味わう場所だ

った。ひいては観光地となり、観光産業を作ってい

ったのだ。 

 

≪スフィンクス展望台からの雪原プラトー≫ 

  雨がぽつぽつ降って来た。傘を広げて、ヴェンゲ

ン駅に下り、トランクを確かめ…が、届いていない。

ホテルからのゴーカートが来ていない。藤田青年、

慌てて駈け上がっていったが、電車の出発には間に

合った。 

  ラウターブルンネン駅からは、バスに乗る。雨の

インターラーケンへ。ベルナーオーバーラントの交

通の拠点が、インターラーケン。トゥ―ン湖と、ブ

リエンツ湖の二つの「湖の間」の意味。これで、ほ

ぼ、スイスアルプスがらみの地名の場所が判った。 

 ここは大津市と姉妹都市なのだそうだ。そして、ユ

ングフラウ地方への玄関にあたる。 

  

≪ベニーゲンの観光馬車≫ 

  ブリエンツ湖のベニーゲンから、ブリエンツまで

はクルーズ。始発のベニーゲンでは観光馬車を見た。

ちらっとだけだったが、このスピードや視点で、観

光地を見ないと、ここが判らないかも…と、「カポ、

カポ」と優雅な蹄鉄の音を聞いていた。 

美しいエメラルドグリーンの色は、雨天では見ら

れない。周囲の山も、雲が垂れて見えない。まあ、

山で晴れていてくれたんだから、これくらいはいい。 

 なぜ 1 時間もかかるの？は、これまた、湖をジグ

ザグに、対岸から対岸への進み方をするからだった。

着いた先のブリエンツは木彫りで有名な街で、さら

にはここから出発のブリエンツ・ロートホルン鉄道

というのが、蒸気機関車を使い、湖を見下ろす景色

で有名なのだった。 

 それ以上に、今は例の『愛の不時着』ロケ地とし

て、ホテルや桟橋が有名になっているらしい。 

そんな有名は止めてほしい。景色が綺麗とか、歴

史の舞台になったとかならまだしも、その手の「キ

ャー」の押し付けは迷惑だ。軽薄短小になっていく
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ばかり…でも、客が来てくれればいいわけで、そう

なる方が経済ファーストの時代には正解で…。呆れ

た後で、老兵は消え去るのみ…を思うわけだ。 

 あとはひたすらチューリッヒへ。途中のルツェル

ンは、「瀕死のライオン像」がある街。 

 

藤田青年は、調べてきたスイスの話はみんな話し

ておかねばとばかり、傭兵の話も始める。 

自給自足をやれても、現金収入は必要で、それが、

スイスの場合、傭兵という出稼ぎだった。フランス

国民が見限っても、最後までルイ 16 世を警護し、

果てるしかなかった。ライオン像は、傭兵達の悲哀

を偲ぶ慰霊碑だ。そんな傭兵の伝統が、今もバチカ

ンに残っている。あの、ダ・ヴィンチがデザインし

た派手な守衛服を着られるのは、スイス人だけなの

だという。スイス人の年収は 1300 万円あたりだが、

名誉職ゆえ月収 20 万円でも、バチカン守衛は人気

があるらしい。 

次は地層。G.E.でも見たような石灰岩層。それはス

イス西部のフランスとの国境地帯にも広がり、ジュ

ラ山脈と呼ばれる。ジュラシックパークのジュラ、

つまりは「ジュラ紀」は、そこが由来だ。石灰質は

農地としては利用しにくく、牧草地となり、酪農が

発展していった。地質、風土、暮らし、産業、歴史

は関連しているものだが、これ以上は頭に入らない。    

お時間となり、空港に着いてからの手順あれこれ

の説明に移っていった。 

 

≪シラタマソウ（マンテマの仲間）≫ 

12 時 30 分、空港着。女性日本人スタッフがサポ

ートにつく。チェックインでトランクを預け、2 枚

のチケットを受け取る。関空行きになっているかを

確かめ、座席番号を藤田青年に伝える。手荷物検査

までにペットボトルを始末し、通過したら、出発ゲ

ートと時刻を確認し、エスカレータを２つ経由して、

別の棟の搭乗エリアへ（そうメモしてある）。 

 再集合はしないが、藤田青年の点呼を経て搭乗へ。 

搭乗エリアに着き、ホッとした途端、お腹が空い

た…になり、寿司の看板が目についた。食にはずっ

と満足感がないので、「『スイスで寿司』の物好きを

やるか？」と、足を止めたが、注文の段階では、ラ

ーメンに変えた。片言で注文し、ニンニクのきつい

のを、それでも、お腹に収まる気になって食べた。

それが、30CHF。つまりは 5758 円だった。生涯 MAX

の値段のラーメン！物価高スイス！ 

 

 ඝඞエピローグ 

 ドバイ着は 23 時 36 分。乗り継ぎ移動にまた緊張

する。ろくに座る席のないゲートで待つ。 

5 日 3 時発の予定だった。それが折り返しの飛行

機が遅れ、さらに遅れて、関空着見込み時刻 18 時

40 分では、予約電車には間に合わない！になった。 

藤田青年は、スマホとタブレットを使い、第１案、

第 2 案を書き出してくれた。7 月 5 日 23 時 25 分

金沢着で、旅は終わった。 

 

7 月の金沢は、1 か月全部が真夏日となった。熱

帯夜も 20 日。「外出を控えて」の通り、外へ出る気

がしない。その分、紀行が捗ったかといえば…。 

 観光スイスとなれば、今度は資料が多すぎ。この

際、きちんと調べてある程度を書き記しておこうと

思う反面、すぐ検索できる時代であるから、どの程

度まで？の迷いも生じてしまった。 

 

≪雪原プラトーからユングフラウ≫ 

私の紀行は、まずできるだけ思い出して書き、そ

の後、くどい箇所や、重複箇所を削るやり方…。読
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み直し段階で、かなりを削った。加齢した分、あれ

これ思い出すことは増えたが、多くを脱線にすぎな

いと却下した。 

２回目の旅が出来たのは良かった。余裕がある分、

いろいろが繋がった。人も国も、今だけではなく、

さらに生き続けなければならない。スイスの生き様

みたいのが、より見えたように思えた。 

 

7 月 25 日、2024 年度の日本人の平均寿命が発表

された。まさにその 87.13 歳で、7 月 15 日に夫の

長兄の兄嫁が亡くなった。アドバイスの通り、緩和

ケアのみとしたから、片付けがやれ、2 度の旅行も

でき、穏やかに終焉できたらしい。 

グループホームの職場には、6 月からミャンマー

の技能実習生が配属され、手不足が一段落した。一

方、日本人新職員の方は 5 か月で辞め、私より後に

就職した人も、半月後には消える。先月来たばかり

の経験者がもう「辞めたい」を漏らしている。 

技能実習生側は、受け入れ条件の規定があり、外

部視線があるから、条件は守られる。対し、日本人

側は、サービス残業が当たり前だ。「仕方がない」と

「要領が悪い」で済まされ、労使双方の交渉役など

いない。我慢か？辞めるか？になる。 

ちなみに、私の雇用条件は、一見時給が上がった

が、その分時間外加算は減らされ、一日分総額は変

わらずだ。「これはミスですか？」に対し、課長は「有

休の時には、手取りが増える配分になるわけだから、

得になるでしょう」という言い方をした。なるほど、

現場が気付かぬ素振りで仕事の押し付け合いにな

っていくのは当然だ。相応に手抜きをして、溜飲を

下げ、自分で実質時給を上げる解決をする…になる。 

政府から施設に出た、介護職員の待遇改善手当は、

いったいどこに回ったのだろう。 

 

認知症という老後には、本音と建前の違いが露骨

に出る。「認知症は病気ではない」と美辞麗句で飾り

つつ、介護労働自体は、低賃金で（女性に）押し付

ける。そもそもが、「介護は嫁がタダでやっていた雑

務」の概念があり、介護の労働環境はブラックであ

り続けることだろう。 

週3日の勤務という形態に、「生きている＝働く」

が信条の 74 歳の私は、納得してはいるが、だから

といって、相手に都合のいい人でいる気まではない。

家から 5 分で、通い易い…などの総合判定で決めて

いこうと思う。 

それでも、タダ働きの嫁よりは、常にマシにはな

るであろう…。 

 

≪タマシャジン≫ 

 結局は、健康寿命を延ばし、行きたい所へは行き、

見たい物は見たうえで、速やかに天寿として去るが

よしだ。  

 

8 月 1 日で 2 歳になった羽花の、成長ぶりには目

を見張るばかりだ。 

この新鮮で真っ当な命を見て、堂々巡りばあ様は、

しょせん、無駄心を使っているにすぎない…を思う。

「責任が終わった人」は、ペースを落としつつ、満

足心を養っていこう。 

 

37 度予報の今日も…まずは、働きに行くか！ 

 

                 ―完― 

 

  

≪タマキンバエ≫ 


